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杭
州
地
方
文
献
と
し
て
の
『
西
湖
修
禊
詩
』
市
瀬
信
子
は
じ
め
に
清
詩
の
特
徴
を
考
え
る
時
、
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
の
一
つ
に
地
域
性
が
あ
る
。
清
詩
に
お
け
る
地
域
性
と
い
う
視
点
は
、
早
く
は
汪
辟
疆
「
近
代
詩
派
與
地
域
（
文
芸
叢
刊
』
第
一
」
『
巻
第
二
期
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
そ
の
後
、
張
仲
謀
の
『
清
代
文
化
与
浙
派
詩
（
東
方
出
版
社
一
九
九
七
）
が
、
清
詩
を
』
浙
江
と
い
う
地
方
か
ら
論
じ
て
以
後
、
地
域
性
は
清
詩
研
究
の
重
要
な
分
野
と
な
っ
た
。
清
代
文
学
に
お
い
て
地
域
性
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
蒋
寅
は
「
文
学
史
の
発
、
展
は
明
清
時
代
に
到
り
、
最
大
の
特
徴
は
地
域
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
文
学
の
伝
統
に
対
す
る
意
。」
。
識
も
明
ら
か
に
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
指
摘
す
る
[ １
]
そ
し
て
清
代
文
学
を
地
域
と
の
関
連
か
ら
分
析
し
よ
う
と
い
う
[ ２
]
試
み
は
、
近
年
益
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
の
関
連
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
現
象
と
し
て
現
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
蒋
寅
は
方
志
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
。
宋
元
以
後
、
方
志
の
編
纂
は
日
増
し
に
盛
ん
に
な
り
、
明
清
二
代
に
至
る
と
、
上
は
省
府
か
ら
下
は
郷
鎮
に
至
る
ま
で
、
乃
ち
名
山
大
川
、
古
蹟
名
勝
に
至
る
ま
で
全
て
に
志
書
が
あ
り
、
人
々
に
地
域
文
化
伝
統
を
理
解
、
認
識
さ
せ
る
手
段
を
提
供
し
た
。
方
志
編
修
の
中
で
、
地
方
文
献
の
収
集
と
芸
文
志
の
編
纂
は
最
も
重
要
な
作
業
で
あ
り
、
方
志
編
修
に
伴
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
地
方
文
献
の
整
理
は
、
直
接
地
方
文
献
の
編
纂
の
た
め
の
基
礎
固
め
と
な
っ
た
。
事
実
上
、
大
多
数
の
地
域
詩
話
の
撰
輯
は
多
か
れ
少
。
、
な
か
れ
方
志
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
…
…
清
代
に
到
り
地
域
性
の
あ
る
詩
文
集
の
数
量
は
爆
発
的
に
増
加
し
、
統
[ ３
]
計
を
と
る
こ
と
も
難
し
い
。
清
代
は
地
方
文
献
編
纂
の
た
め
に
、
地
方
別
の
詩
話
が
編
纂
さ
れ
、
ま
た
地
域
別
の
詩
文
集
の
編
纂
が
進
ん
だ
。
つ
ま
り
清
代
の
地
方
詩
話
や
詩
集
は
、
元
来
地
方
文
献
に
掲
載
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
兵
は
、
清
代
乾
隆
中
期
以
降
に
、
清
詩
の
選
集
が
全
国
規
模
で
は
な
く
、
特
定
の
区
域
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
選
本
が
主
流
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
中
で
も
資
料
が
多
い
の
が
、
杭
州
の
『
国
朝
杭
郡
詩
輯
』
と
そ
の
続
集
- 22 -
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
清
代
乾
隆
期
以
降
、
杭
[ ４
]
州
で
は
地
方
誌
編
纂
の
資
料
と
し
て
大
規
模
な
選
詩
集
が
編
纂
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
詩
集
が
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
豊
富
な
詩
を
蒐
集
す
べ
き
材
料
が
必
要
と
な
る
。
清
代
乾
隆
時
代
は
、
杭
州
詩
会
の
隆
盛
期
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
会
で
の
詩
集
が
、
杭
州
文
献
の
資
料
と
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
と
な
れ
ば
、
詩
会
は
地
方
文
献
と
の
関
わ
り
の
中
で
見
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
乾
隆
十
一
年
に
開
催
さ
れ
た
「
西
湖
修
禊
」
を
取
り
あ
げ
、
地
方
文
献
と
の
関
わ
り
と
い
う
視
点
か
ら
新
た
に
こ
の
修
禊
の
詩
を
ま
と
め
た
詩
集
『
西
湖
修
禊
詩
』
[ ５
]
を
見
な
お
し
て
み
た
い
。
一
、
脩
禊
と
記
録
そ
も
そ
も
修
禊
と
は
、
三
月
上
巳
の
日
に
不
祥
を
払
う
行
事
で
あ
っ
た
。
後
に
三
月
三
日
が
修
禊
の
日
と
し
て
定
着
し
、
ま
た
不
祥
を
払
う
行
事
に
、
宴
会
が
伴
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
宴
に
詩
を
詠
ず
る
こ
と
が
加
わ
り
、
や
が
て
修
禊
は
詩
人
達
の
詩
宴
と
し
て
定
着
し
た
。
修
禊
と
詩
宴
が
強
く
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
東
晋
の
王
羲
之
が
、
会
稽
内
史
で
あ
っ
た
時
に
蘭
亭
で
開
い
た
詩
宴
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
宴
の
詩
は
詩
集
に
ま
と
め
ら
れ
、
王
羲
之
が
そ
の
序
を
著
し
、
孫
綽
が
後
序
を
著
し
た
。
釜
谷
武
志
は
「
蘭
亭
集
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
「
た
が
ゆ
え
に
、
今
日
ま
で
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
詩
。
[ ６
]
集
と
詩
の
記
録
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
西
湖
修
禊
詩
』
周
京
後
序
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
、
禊
堂
文
讌
、
見
於
張
衡
、
蔡
邕
、
王
融
、
沈
約
之
文
。
独[ ７
]
晋
右
軍
王
羲
之
之
蘭
亭
会
、
一
觴
一
詠
、
流
為
美
譚
。
禊
堂
の
文
讌
は
、
張
衡
、
蔡
邕
、
王
融
、
沈
約
の
文
に
見
わ
る
。
独
り
晋
の
右
軍
王
羲
之
の
蘭
亭
の
会
の
み
、
一
觴
一
詠
、
流
れ
て
美
譚
と
為
す
。
修
禊
の
文
宴
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
文
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
が
、
詩
は
、
蘭
亭
会
の
み
が
後
世
ま
で
伝
え
て
美
談
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
「
蘭
亭
集
」
は
『
雲
谷
雑
記
』
一
に
。
、
「
、
、
、
予
嘗
得
蘭
亭
石
刻
一
巻
首
列
羲
之
序
文
次
則
諸
人
之
詩
末
有
孫
綽
後
序
（
予
嘗
て
蘭
亭
石
刻
一
巻
を
得
、
首
に
羲
之
。
序
文
を
列
し
、
次
に
は
則
ち
諸
人
の
詩
、
末
に
孫
綽
後
序
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
序
文
、
参
加
詩
人
の
詩
共
に
記
録
。）
し
て
い
る
。
王
羲
之
自
身
も
こ
の
詩
集
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
意
志
を
強
く
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
序
か
ら
も
窺
え
る
。
、
。
。（
、
「
後
之
視
今
亦
猶
今
之
視
昔
悲
夫
後
の
今
を
視
る
も
。
）」
亦
た
猶
お
今
の
昔
を
視
る
が
ご
と
く
な
ら
ん
悲
し
い
か
な
。
の
有
名
な
一
節
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
、
。
、
、
故
列
叙
時
人
録
其
所
述
雖
世
殊
事
異
所
以
興
懐
其
致
一
也
。
後
之
覧
者
、
亦
将
有
感
於
斯
文
。
故
に
時
人
を
列
叙
し
、
其
の
述
ぶ
る
所
を
録
す
。
世
殊
な
り
事
異
な
る
と
雖
も
、
懐
い
を
興
す
所
以
は
、
其
の
致
一
な
り
。
後
の
覧
る
者
も
、
亦
た
将
に
斯
の
文
お
も
む
き
に
感
ず
る
有
ら
ん
と
す
。
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時
の
詩
人
を
並
べ
て
記
録
し
、
ま
た
そ
の
詩
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
後
世
の
人
に
同
じ
感
慨
を
抱
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
。
詩
集
と
い
う
形
で
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
こ
そ
同
じ
感
慨
を
共
有
で
き
る
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
故
に
詩
集
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
の
後
も
修
禊
の
詩
集
は
残
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
宋
の
顔
延
之
、
斉
の
王
融
に
は
と
も
に
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
（
文
選
』
巻
四
六
序
下
）
が
」
『
あ
る
。
序
が
あ
り
、
詩
集
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
時
代
が
下
っ
て
唐
代
の
修
禊
で
有
名
な
も
の
と
言
え
ば
、
白
居
易
の
洛
浜
修
禊
で
あ
ろ
う
。
こ
の
修
禊
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
、
参
加
者
、
詩
宴
の
内
容
が
後
世
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
上
巳
之
集
、
自
蘭
亭
之
後
、
惟
斐
白
洛
浜
之
游
為
盛
。
蓋
唐
開
成
三
年
、
河
南
尹
李
待
価
召
留
守
裴
晋
公
、
[ ８
]
太
子
少
傅
白
公
等
十
五
人
…
…
四
座
皆
和
、
而
白
公
又
為
十
二
韻
。
当
時
人
物
之
盛
、
游
観
之
楽
、
至
今
存
者
、
皆
由
当
時
有
以
紀
之
。
（
民
国
杭
州
府
志
』
巻
七
十
六
風
俗
三
四
時
俗
『
尙
三
月
三
日
）
上
巳
の
集
、
蘭
亭
の
後
よ
り
、
惟
だ
斐
白
洛
浜
の
游
を
盛
と
為
す
。
蓋
し
唐
の
開
成
三
年
、
河
南
尹
李
待
価
留
守
裴
晋
公
、
太
子
少
傅
白
公
等
十
五
人
を
召
す
…
…
四
座
皆
和
し
て
、
白
公
又
十
二
韻
を
為
る
。
当
時
人
物
の
盛
ん
、
游
観
の
楽
し
み
、
今
に
至
る
ま
で
存
す
る
は
、
皆
当
時
に
以
て
之
を
紀
す
有
る
に
由
る
。
当
時
の
修
禊
の
記
録
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
詩
人
の
隆
盛
や
詩
宴
の
楽
し
み
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
の
は
、
白
居
易
の
詩
題
に
当
時
の
参
加
者
、
宴
会
の
賑
や
か
な
様
子
、
詩[ ９
]
を
作
っ
た
時
の
こ
と
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
と
な
る
と
、
白
居
易
の
他
は
劉
禹
錫
の
和
詩
が
残
、
。
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
詩
集
が
伝
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
印
刷
が
盛
ん
に
な
っ
た
元
末
に
開
か
れ
た
修
禊
で
名
高
い
の
は
、
浙
江
の
劉
仁
本
の
修
禊
で
あ
る
。
劉
仁
本
は
、
一
時
方
国
、
。
珍
の
幕
僚
と
な
り
後
に
朱
元
璋
に
斬
殺
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
名
士
と
の
唱
酬
で
名
高
く
、
社
会
が
混
乱
を
極
め
た
元
末
の
至
正
庚
子
二
十
年
（
一
三
六
〇
、
会
稽
の
余
姚
に
お
い
て
「
続
）
、
蘭
亭
会
」
を
催
し
た
。
劉
仁
本
の
「
続
蘭
亭
会
補
参
軍
劉
密
」
詩
と
自
序
が
王
士
禛
『
静
志
居
詩
話
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
四
十
二
名
の
詩
人
を
集
め
、
蘭
亭
の
会
に
[
]10
倣
っ
た
こ
と
か
ら
「
続
蘭
亭
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
蘭
亭
会
に
倣
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
詩
集
を
編
ん
だ
と
思
わ
[
]11
れ
る
が
、
詩
集
は
現
存
せ
ず
『
元
詩
紀
事
』
巻
十
一
に
は
、
、
劉
仁
本
を
含
め
十
二
名
の
詩
人
と
詩
各
一
首
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
会
の
詩
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
日
常
的
と
な
っ
た
清
代
前
半
に
お
い
て
、
揚
州
で
は
大
き
な
修
禊
が
何
度
も
開
催
さ
れ
た
。
清
初
の
王
士
禛
が
揚
州
に
赴
任
し
た
折
の
紅
橋
修
禊
（
康
熙
三
年
）
で
は
、
王
士
禛
の
詩
に
多
数
の
唱
和
詩
が
集
ま
り
『
紅
橋
唱
和
集
』
が
編
ま
れ
た
。
し
か
し
王
士
禛
の
原
唱
、
- 24 -
以
外
は
散
逸
し
て
い
る
。
王
士
禛
を
継
ぐ
意
志
で
開
催
さ
れ
た
盧
見
曾
の
紅
橋
修
禊
（
乾
隆
二
十
二
年
）
は
「
其
時
和
脩
禊
、
韻
者
七
千
余
人
。
編
次
得
三
百
余
巻
（
揚
州
画
舫
録
』
巻
。」
『
十
）
と
、
並
外
れ
た
規
模
の
詩
集
が
編
ま
れ
た
が
、
こ
れ
も
現
存
し
な
い
。
こ
の
唱
和
集
を
始
め
と
し
、
詩
会
の
詩
集
と
い
う
も
の
は
、
文
学
性
を
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
ず
、
お
そ
ら
く
雑
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
後
世
に
残
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
し
て
修
[
]12
禊
は
季
節
の
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
見
ら
れ
て
も
、
特
に
残
す
べ
き
文
学
作
品
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
状
況
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
序
、
詩
と
も
に
現
存
し
て
い
る
『
西
湖
修
禊
詩
』
が
い
か
に
希
有
な
例
で
あ
る
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
残
っ
た
の
。
、『
』
。
だ
ろ
う
か
以
下
に
西
湖
修
禊
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
二
『
西
湖
修
禊
詩
』
と
は
、
（
一
「
西
湖
修
禊
」
の
開
催
時
期
）
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
乾
隆
十
一
年
（
一
七
四
六
）
閏
三
月
三
日
、
杭
州
西
湖
で
開
催
さ
れ
た
修
禊
の
詩
会
の
詩
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
乾
隆
十
一
年
と
は
杭
州
に
と
っ
て
如
何
な
る
時
期
で
あ
っ
た
。「
、
、
。
の
だ
ろ
う
か
吾
郷
詩
社
自
癸
亥
以
後
称
最
盛
者
十
年
（
吾
が
郷
の
詩
社
、
癸
亥
よ
り
以
後
、
最
盛
と
称
す
る
こ
と
十
年
（
両
浙
輶
軒
録
』
巻
十
九
「
梁
啓
心
）
と
あ
る
よ
う
。）」
『
」
に
、
癸
亥
つ
ま
り
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
か
ら
十
年
間
が
杭
州
詩
壇
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
乾
隆
八
年
翰
林
院
編
修
で
あ
っ
た
杭
世
駿
が
、
時
務
策
の
試
験
で
乾
隆
帝
の
怒
り
を
買
っ
て
罷
免
さ
れ
、
北
京
か
ら
戻
っ
て
き
て
杭
。
、
州
で
南
屛
詩
社
を
結
ん
で
い
た
期
間
で
あ
る
南
屛
詩
社
に
は
そ
れ
ま
で
各
地
の
詩
壇
や
朝
廷
で
活
躍
し
、
そ
の
後
杭
州
に
も
ど
っ
た
詩
人
達
が
多
数
参
加
し
て
お
り
、
乾
隆
十
一
年
は
、
ち
ょ
う
ど
南
屛
詩
社
の
最
盛
期
に
あ
た
る
。
乾
隆
十
七
年
、
杭
世
駿
は
粤
秀
書
院
主
講
と
な
っ
て
広
州
に
出
、
同
年
詩
社
の
も
う
一
人
の
大
物
で
あ
る
厲
鶚
が
世
を
去
っ
た
。
杭
州
詩
社
は
彼
ら
名
士
二
人
を
失
い
、
衰
退
し
た
と
言
わ
れ
る
。
（
二
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
体
裁
）
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
鄂
敏
序
に
「
此
擬
蘭
亭
之
所
由
作
也
（
此
れ
蘭
亭
の
由
り
て
作
る
所
に
擬
す
る
な
り
」
と
い
う
よ
）
う
に
、
蘭
亭
の
会
を
意
識
し
て
い
る
。
故
に
詩
集
の
体
裁
も
蘭
亭
の
例
に
な
ら
う
。
つ
ま
り
蘭
亭
の
会
が
、
各
人
四
言
詩
と
五
言
詩
を
賦
し
、
前
に
主
催
者
た
る
王
羲
之
の
序
、
後
ろ
に
孫
綽
、『
』
の
後
序
を
つ
け
て
詩
集
と
し
た
の
と
同
じ
く
西
湖
修
禊
詩
も
各
詩
人
四
言
詩
と
五
言
詩
を
賦
し
、
最
初
に
主
催
者
た
る
鄂
敏
の
序
、
後
ろ
に
周
京
の
後
序
を
附
す
。
た
だ
し
、
詩
人
に
よ
っ
て
は
、
四
言
詩
の
み
、
五
言
詩
の
み
の
者
も
あ
る
。
更
に
釈
明
中
の
画
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
修
禊
で
の
詩
を
収
録
し
た
周
京
『
無
悔
斎
集
』
巻
十
三
で
は
「
閏
上
巳
湖
上
続
修
禊
仿
蘭
亭
会
体
」
の
詩
題
、
で
四
言
詩
に
は
四
言
分
得
二
十
八
琰
五
言
詩
に
は
五
、
「
」、
「
言
分
得
七
虞
」
と
あ
り
、
蘭
亭
集
の
中
か
ら
各
人
に
韻
を
割
り
振
っ
て
作
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
- 25 -
（
三
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
詩
人
達
）
当
時
杭
州
知
府
を
務
め
て
い
た
鄂
敏
が
こ
の
修
禊
を
主
催
し
た
『
国
朝
杭
郡
詩
続
輯
』
巻
六
陳
典
の
条
の
注
に
は
「
乾
[
]
、
13
隆
十
一
年
丙
寅
閏
三
月
三
日
、
杭
州
太
守
鄂
敏
筠
亭
修
禊
事
於
湖
上
」
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
記
す
。
鄂
敏
は
字
は
鈍
夫
、
筠
亭
と
号
す
る
。
乾
隆
十
六
年
に
乾
隆
帝
に
命
じ
ら
れ
て
鄂
楽
舜
と
改
名
し
た
め
、
鄂
楽
舜
と
も
言
う
。
満
州
鑲
藍
旗
人
で
あ
る
。
雍
正
八
年
の
進
士
で
、
庶
吉
士
に
改
め
ら
れ
、
編
修
を
授
け
ら
れ
た
。
乾
隆
九
年
か
ら
数
年
間
杭
州
知
府
を
務
め
て
い
る
。
「
太
守
彙
刊
其
詩
（
国
朝
[
]
」
『
14
杭
郡
詩
続
輯
』
巻
六
陳
典
注
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
集
の
刊
行
も
行
っ
て
い
る
。
袁
枚
は
西
湖
修
禊
を
主
催
し
た
鄂
敏
を
次
の
様
に
評
す
る
。
同
年
舒
瞻
、
字
雲
亭
、
作
宰
平
湖
、
招
吾
郷
詩
人
、
施
竹
田
、
厲
樊
榭
諸
君
流
連
倡
和
極
一
時
之
盛
。
同
時
杭
郡
太
守
鄂
筠
亭
先
生
亦
修
禊
西
湖
、
名
流
畢
集
、
各
有
歌
行
。
…
…
嗚
呼
、
似
此
賢
令
尹
賢
太
守
何
可
再
得
。
（
随
園
詩
話
』
巻
七
- 八
〇
）
『
同
年
の
舒
瞻
、
字
は
雲
亭
、
平
湖
に
宰
と
作
り
、
吾
が
じ
よ
せ
ん
郷
の
詩
人
を
招
き
、
施
竹
田
、
厲
樊
榭
諸
君
流
連
倡
和
し
一
時
の
盛
を
極
む
。
同
時
の
杭
郡
太
守
鄂
筠
亭
先
生
も
亦
た
西
湖
に
修
禊
し
、
名
流
畢
集
し
、
各
お
の
歌
行
有
り
。
…
…
嗚
呼
、
此
の
ご
と
き
賢
令
尹
賢
太
守
何
ぞ
再
び
得
べ
け
ん
や
。
舒
瞻
は
当
時
平
湖
知
県
で
あ
り
、
杭
州
詩
人
を
援
助
し
鄂
敏
と
と
も
に
杭
州
詩
壇
の
隆
盛
を
招
い
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
袁
枚
は
舒
瞻
と
並
ん
で
鄂
敏
が
詩
人
と
唱
酬
し
た
こ
と
、
西
湖
で
の
修
禊
を
行
っ
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
、
両
者
を
賢
明
な
る
地
方
官
僚
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
。
「
西
湖
修
禊
」
は
当
時
の
数
あ
る
詩
会
の
中
で
も
、
最
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
そ
の
詩
会
の
記
。
録
で
あ
る
。
現
在
詩
集
に
収
録
さ
れ
る
詩
人
数
は
八
十
五
人
で
あ
る
。
ま
た
周
京
後
序
に
「
因
次
述
作
、
記
爵
里
凡
若
干
人
、
若
干
詩
著
於
巻
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
爵
里
」
を
全
。
て
記
載
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
詩
集
の
特
徴
で
あ
る
。
以
下
、
詩
人
を
詩
集
収
録
の
順
序
の
ま
ま
に
記
す
。
郷
里
を
〔
〕
内
に
記
す
。
〔
〕
、
〔
〕
知
杭
州
府
事
満
洲
鄂
敏
筠
亭
封
戸
部
侍
郎
銭
唐
梁
文
濂
谿
父
、
国
子
貢
生
〔
帰
安
〕
茅
應
奎
湘
客
、
国
子
学
〔
〕
、
〔
〕
、
生
銭
唐
周
京
穆
門
郷
貢
進
士
仁
和
許
大
綸
初
観
知
永
北
府
事
〔
閩
県
〕
林
緒
光
余
斎
、
前
安
令
〔
慈
谿
〕
鄭
羽
逵
雪
崖
、
西
安
副
使
〔
仁
和
〕
孫
陳
典
晴
湖
、
口
北
副
使
〔
銭
唐
〕
金
志
章
江
声
、
庶
吉
士
〔
会
稽
〕
魯
曾
煜
秋
塍
、
嘉
松
分
司
〔
長
沙
〕
周
宣
猷
雪
舫
、
前
東
流
令
〔
平
湖
〕
陸
培
恬
浦
、
前
狄
道
令
〔
仁
和
〕
胡
兟
質
孚
、
布
衣
〔
銭
唐
〕
金
農
寿
門
郷
貢
進
士
銭
唐
厲
鶚
樊
榭
学
官
弟
子
海
、
〔
〕
、
〔
寧
〕
施
謙
蘭
垞
、
国
子
貢
生
〔
仁
和
〕
汪
台
復
園
、
庶
吉
士
〔
仁
和
〕
梁
啓
心
蔎
林
、
布
衣
〔
銭
唐
〕
丁
敬
竜
泓
国
子
、
学
生
〔
仁
和
〕
顧
正
謙
栟
櫚
、
前
編
修
〔
仁
和
〕
杭
世
駿
堇
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浦
、
前
保
定
守
〔
仁
和
〕
江
源
敬
斎
、
監
察
御
史
〔
銭
唐
〕
張
湄
柳
漁
知
徳
清
県
事
宣
城
施
念
曾
檗
斎
検
討
銭
、
〔
〕
、
〔
唐
〕
陳
兆
崙
句
山
、
前
庶
吉
士
〔
鄞
県
〕
全
祖
望
謝
山
、
知
桐
郷
県
事
〔
満
州
〕
舒
瞻
雲
亭
、
学
官
弟
子
〔
仁
和
〕
王
曾
、
〔
〕
、
〔
〕
祥
茨
檐
国
子
貢
生
秀
水
銭
載
蘀
石
平
遥
令
仁
和
顧
之
麟
寸
田
、
学
官
弟
子
〔
銭
唐
〕
呂
伊
耜
堂
、
国
子
貢
生
〔
〕
、
〔
〕
、
平
湖
張
雲
錦
鉄
珊
中
書
舎
人
銭
唐
陳
兆
嵋
眉
山
国
子
学
生
〔
銭
唐
〕
呉
城
甌
亭
、
国
子
学
生
〔
銭
唐
〕
施
安
竹
田
、
監
察
御
史
〔
銭
唐
〕
唐
陸
秩
抑
斎
、
国
子
貢
生
〔
仁
和
〕
張
熷
南
漪
、
国
子
貢
生
〔
徳
清
〕
徐
以
震
南
墅
、
国
子
貢
生
〔
平
湖
〕
葉
鑾
迎
坡
、
国
子
貢
生
〔
仁
和
〕
皇
甫
鯤
筠
、
〔
〕
、
〔
〕
坡
国
子
学
生
仁
和
孫
庭
蘭
瑶
圃
国
子
学
生
海
寧
許
承
祖
復
斎
、
学
官
弟
子
〔
仁
和
〕
杭
世
瑞
県
圃
、
国
子
学
生
〔
仁
和
〕
趙
一
清
勿
薬
、
国
子
学
生
〔
徳
清
〕
徐
以
泰
柳
、
〔
〕
、
〔
〕
樊
学
官
弟
子
銭
唐
呉
王
増
藍
田
国
子
貢
生
南
陵
劉
琦
迥
含
、
国
子
学
生
〔
銭
唐
〕
施
廷
枢
北
亭
、
学
官
弟
子
〔
銭
唐
〕
周
宸
望
、
学
官
弟
子
〔
銭
唐
〕
丁
健
誠
叔
、
国
子
学
生
〔
歙
県
〕
汪
啓
淑
秀
峰
、
国
子
貢
生
〔
平
湖
〕
陸
騰
雲
、
〔
〕
、
〔
〕
軒
国
子
学
生
銭
唐
呉
璠
増
奂
若
学
官
弟
子
仁
和
呉
中
麟
万
洲
、
学
官
弟
子
〔
銭
唐
〕
施
学
廉
大
醇
、
学
官
弟
子
〔
徳
清
〕
徐
以
坤
根
苑
、
童
子
〔
帰
安
〕
孫
林
武
水
、
童
子
〔
銭
唐
〕
呉
玉
墀
蘭
林
、
童
子
〔
銭
唐
〕
厲
志
黼
繍
周
、
〔
聖
因
寺
〕
釈
明
中
烎
虚
〔
浄
慈
寺
〕
釈
篆
玉
譲
山
、
知
、
海
寧
県
事
〔
奉
天
〕
王
緯
澹
園
、
前
摂
秀
水
県
事
〔
巴
県
〕
羅
守
仁
鈍
漢
、
前
摂
衢
州
通
判
事
〔
華
亭
〕
趙
駿
烈
潤
川
、
〔
〕
、
〔
〕
前
順
天
府
判
徳
清
徐
志
震
商
農
前
開
封
府
丞
徳
清
徐
志
巌
抑
斎
、
前
郷
貢
進
士
〔
銭
唐
〕
章
継
泳
賸
人
、
国
子
学
生
〔
銭
唐
〕
金
吰
聞
石
、
郷
貢
進
士
〔
仁
和
〕
周
逢
吉
六
、
〔
〕
、
〔
〕
皆
国
子
貢
生
烏
程
王
大
棖
景
亭
郷
貢
進
士
平
湖
陸
銘
一
紆
斎
、
学
官
弟
子
〔
平
湖
〕
陸
銘
三
耐
士
、
国
子
学
〔
〕
、
〔
〕
、
生
海
寧
楊
景
漣
晩
澄
学
官
弟
子
平
湖
鮑
詢
咸
吉
国
子
学
生
〔
銭
唐
〕
許
松
蒔
庭
、
学
官
弟
子
〔
銭
唐
〕
江
衡
、
〔
〕
、
〔
〕
岳
南
学
官
弟
子
仁
和
許
振
端
書
学
官
弟
子
仁
和
呉
享
次
生
、
学
官
弟
子
〔
仁
和
〕
陳
鴻
宝
蕙
漘
、
学
官
弟
子
〔
〕
、
〔
〕
、
仁
和
皇
甫
鼎
古
尊
郷
貢
進
士
銭
唐
凌
世
鈞
退
思
学
官
弟
子
平
湖
戈
守
智
達
夫
〔
蒋
山
〕
釈
明
源
松
亭
。
、
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
の
数
は
八
十
五
人
で
あ
る
が
、
呉
振
棫
輯
『
国
朝
杭
郡
詩
続
輯
』
巻
六
陳
典
の
注
に
引
か
れ
た
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
詩
人
一
覧
の
前
に
は
「
按
乾
隆
十
一
年
丙
寅
閏
三
月
三
日
、
杭
州
太
守
鄂
敏
筠
亭
修
禊
事
於
湖
上
、
会
者
凡
六
十
一
人
」
と
あ
り
、
六
十
一
人
の
詩
人
の
名
が
並
ぶ
が
、
八
。
十
五
人
で
は
な
い
。
こ
れ
は
「
会
者
六
十
一
人
」
と
い
う
よ
う
に
、
実
際
の
参
、
加
者
が
六
十
一
人
、
後
に
郵
送
で
詩
を
送
っ
た
者
を
含
め
て
詩
集
に
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
詩
会
の
詩
集
で
は
、
会
に
参
加
し
な
か
っ
た
人
が
、
後
か
ら
送
っ
た
り
、
和
韻
し
た
詩
を
も
加
え
て
刊
行
す
る
の
が
通
例
だ
か
ら
で
あ
る
し
か
し
西
。
、『
湖
修
禊
詩
』
で
は
、
僧
譲
山
の
詩
の
自
注
に
「
聞
諸
公
修
禊
湖
上
、
不
克
追
赴
。
輙
效
其
体
奉
簡
（
諸
公
湖
上
に
修
禊
す
と
。
、
。
。）
聞
く
も
克
く
追
赴
せ
ず
輙
ち
其
の
体
に
效
ひ
て
奉
簡
す
と
、
参
加
せ
ず
に
後
か
ら
詩
を
郵
送
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
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に
も
関
わ
ら
ず
、
六
十
一
人
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
譲
、「
、
。
、
、
山
が
乾
隆
初
杭
州
詩
酒
之
会
最
盛
名
士
杭
厲
之
外
…
…
有
明
中
、
譲
山
両
詩
僧
留
宿
古
寺
、
詩
成
伝
抄
、
紙
価
為
貴
（
乾
隆
初
め
、
杭
州
詩
酒
の
会
最
も
盛
ん
。
名
士
杭
、
厲
。
の
外
、
…
…
明
中
、
譲
山
両
詩
僧
有
り
て
古
寺
に
留
宿
し
、
詩
成
れ
ば
伝
抄
せ
ら
れ
、
紙
価
為
に
貴
し
（
随
園
詩
話
』
。）」
『
巻
三
- 六
四
）
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
杭
州
詩
会
の
人
気
者
で
あ
っ
た
た
め
、
詩
集
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
も
、
敢
え
て
入
れ
た
て
お
き
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
、
『
』
一
方
同
じ
く
参
加
者
の
全
祖
望
は
自
身
の
鮚
埼
亭
詩
集
巻
四
に
「
杭
二
菫
浦
以
閏
重
三
日
為
修
事
之
会
于
湖
上
、
太
守
鄂
鈍
夫
而
下
至
者
四
十
二
人
。
蓋
自
劉
仁
本
続
行
此
挙
于
姚
江
．
．
．
．
在
元
至
正
中
今
四
百
余
年
矣
」
の
詩
題
で
修
禊
の
詩
を
載
せ
。
。
、
、
る
こ
こ
で
は
参
加
者
を
四
十
二
人
と
し
て
お
り
蘭
亭
詩
会
劉
仁
本
の
修
禊
と
参
加
者
数
が
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
全
祖
望
以
外
に
参
加
者
を
四
十
二
人
と
す
る
記
述
は
な
く
、
四
十
二
人
の
内
訳
を
示
す
資
料
も
な
い
。
蘭
亭
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
強
調
せ
ん
と
し
て
数
字
を
合
わ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
周
京
後
序
に
は
、
収
録
す
る
詩
人
数
に
つ
い
て
「
記
爵
里
凡
若
干
人
、
若
干
詩
著
於
巻
」
と
の
み
あ
。
り
、
数
を
曖
昧
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
詩
集
に
参
加
者
以
外
の
詩
も
収
録
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
予
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
実
際
に
修
禊
の
宴
に
同
席
し
た
詩
人
の
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
十
二
人
で
あ
っ
て
も
、
六
十
一
人
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
詩
会
の
規
模
と
し
て
は
、
桁
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
詩
人
達
は
、
そ
の
爵
位
や
名
前
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
舒
瞻
や
鄂
敏
と
い
っ
た
地
方
官
や
わ
ず
か
の
官
僚
を
除
い
て
は
、
多
く
が
無
官
の
詩
人
で
あ
る
。
こ
れ
が
杭
州
詩
会
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
更
に
、
郷
里
を
見
る
と
、
仁
和
、
銭
唐
と
い
う
杭
州
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
慈
谿
、
会
稽
な
ど
、
浙
江
の
地
名
が
見
え
る
。
こ
の
詩
会
が
、
杭
州
を
中
心
と
す
る
、
無
官
の
浙
江
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
成
り
、
。
立
っ
て
い
た
地
域
色
の
強
い
修
禊
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
三
、
序
に
み
る
地
域
性
こ
う
し
た
地
域
色
は
『
西
湖
修
禊
詩
』
に
付
け
ら
れ
た
鄂
、
敏
の
序
と
、
周
京
の
後
序
に
も
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
鄂
敏
の
序
を
見
て
み
よ
う
。
鄂
敏
は
、
杭
州
知
府
と
い
う
立
場
か
ら
、
西
湖
修
禊
に
つ
い
て
述
べ
る
。
詩
者
先
王
之
教
也
。
…
…
蘭
亭
禊
飲
也
、
即
詩
教
也
。
詩
は
先
王
の
教
え
な
り
。
…
…
蘭
亭
の
禊
飲
は
、
即
ち
詩
の
教
え
な
り
序
の
最
初
は
「
詩
教
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
『
礼
記
』
、
経
解
に
あ
る
「
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
序
に
「
詩
教
」
の
語
を
入
れ
る
の
は
、
当
時
の
詩
集
に
多
く
見
ら
れ
る
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
鄂
敏
の
場
合
は
と
く
に
地
方
太
守
と
し
て
の
役
割
を
こ
こ
に
投
影
さ
せ
て
い
る
『
礼
記
』
経
解
の
原
文
を
。
見
て
み
よ
う
。
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孔
子
曰
、
入
其
国
、
其
教
可
知
也
。
其
為
人
也
、
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
（
礼
記
』
巻
二
十
六
経
解
）
。
『
孔
子
曰
く
、
其
の
国
に
入
る
や
、
其
の
教
え
知
る
べ
き
な
り
。
其
の
人
と
為
り
や
、
温
柔
敦
厚
な
る
は
、
詩
の
教
え
な
り
。
つ
ま
り
、
そ
の
地
に
い
け
ば
、
そ
の
地
の
教
化
が
わ
か
り
、
そ
の
地
の
人
が
温
柔
敦
厚
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
詩
の
教
化
が
行
き
届
い
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
鄂
敏
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
杭
州
知
府
と
い
う
立
場
に
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
地
を
詩
で
教
化
し
、
人
を
温
柔
敦
厚
た
ら
し
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鄂
敏
は
自
分
が
赴
任
し
た
杭
州
を
含
む
浙
江
の
地
と
自
分
の
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
余
守
土
於
杭
、
期
月
有
余
。
愧
無
古
人
之
詩
、
可
彰
先
王
之
教
。
而
特
以
山
水
清
音
、
此
邦
為
最
。
又
況
両
浙
東
西
士
夫
彙
萃
於
茲
者
、
指
不
勝
屈
。
…
…
嗚
呼
、
振
起
斯
文
、
移
風
易
俗
、
守
土
者
之
責
也
。
余
有
志
焉
而
未
逮
、
今
幸
群
賢
雲
集
、
詩
酒
移
情
、
不
減
永
和
盛
事
。
儻
由
是
而
之
焉
、
共
熏
烝
而
淫
液
焉
、
伝
播
四
方
、
謳
歌
金
石
。
、
。
、
余
土
を
杭
に
守
り
期
月
に
余
有
り
古
人
の
詩
の
先
王
の
教
を
彰
ら
か
に
す
べ
き
無
き
を
愧
ず
。
而
し
て
特
だ
山
水
清
音
を
持
っ
て
、
此
の
邦
を
最
と
為
す
。
又
況
ん
や
両
浙
東
西
の
士
夫
の
茲
に
彙
萃
す
る
者
、
指
屈
す
る
に
こ
こ
勝
え
ざ
る
を
や
。
…
…
嗚
呼
、
斯
文
を
振
起
し
、
風
を
移
し
俗
を
易
う
る
は
、
土
を
守
る
者
の
責
な
り
。
余
に
志
有
り
て
未
だ
逮
ば
ざ
る
に
、
今
幸
い
に
群
賢
雲
集
し
、
詩
酒
も
て
移
情
し
、
永
和
の
盛
事
を
減
ぜ
ず
。
儻
し
是
に
由
り
も
て
之
け
ば
、
共
に
熏
烝
し
て
淫
液
し
、
四
方
に
伝
播
し
、
ゆ
金
石
に
謳
歌
せ
ん
。
ま
ず
自
分
が
乾
隆
九
年
に
杭
州
に
赴
任
し
て
か
ら
、
乾
隆
十
一
年
の
修
禊
ま
で
一
年
余
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
。
期
月
は
一
年
を
い
う
。
そ
の
間
に
古
人
の
よ
う
な
詩
教
を
こ
の
地
に
実
現
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
恥
じ
と
し
て
い
る
。
今
杭
州
に
は
山
水
の
す
ば
ら
し
さ
に
加
え
、
杭
州
を
含
む
浙
西
、
会
稽
を
含
む
浙
、
、
東
な
ど
浙
江
の
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る
そ
こ
で
修
禊
を
催
し
詩
酒
の
会
を
開
け
ば
、
蘭
亭
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
周
囲
に
伝
わ
り
、
詩
に
よ
る
教
化
を
広
め
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。
鄂
敏
の
序
は
「
守
土
於
杭
「
移
風
易
俗
、
守
土
者
之
責
、
」、
也
」
と
、
地
域
の
教
化
に
対
す
る
責
任
を
負
う
知
府
の
視
点
。
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
杭
州
の
風
土
と
人
材
を
賞
賛
し
つ
つ
も
、
教
化
す
べ
き
土
地
と
し
て
杭
州
を
捉
え
て
い
る
。
修
禊
の
背
景
に
、
地
方
太
守
と
し
て
の
責
務
に
対
す
る
強
い
意
識
が
あ
る
こ
と
を
、
鄂
敏
の
序
は
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
杭
州
詩
人
の
長
老
で
あ
る
周
京
の
後
序
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
周
京
後
序
は
、
修
禊
の
歴
史
を
述
べ
た
後
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
修
禊
に
つ
い
て
述
べ
る
。
独
晋
右
軍
王
羲
之
之
蘭
亭
会
、
一
觴
一
詠
、
流
為
美
譚
。
迨
元
至
正
参
軍
劉
仁
本
仿
蘭
亭
之
会
、
於
秘
図
湖
会
者
亦
四
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十
二
人
、
各
補
未
成
詩
二
十
四
篇
、
頗
伝
人
間
。
独
り
晋
の
正
右
軍
王
羲
之
の
蘭
亭
の
会
の
み
、
一
觴
一
詠
、
流
れ
て
美
譚
と
為
す
。
元
の
至
正
に
迨
び
参
軍
劉
仁
本
蘭
亭
の
会
に
仿
い
、
秘
図
湖
に
於
て
会
す
る
者
も
亦
た
四
十
二
人
、
各
お
の
未
だ
成
ら
ざ
る
の
詩
二
十
四
篇
を
補
い
、
頗
る
人
間
に
伝
わ
る
。
こ
こ
で
は
、
歴
代
の
代
表
的
な
修
禊
二
つ
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
一
つ
は
王
羲
之
に
よ
る
蘭
亭
会
で
あ
り
、
今
日
ま
で
美
談
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
、
元
末
の
至
正
年
間
に
劉
仁
本
が
蘭
亭
会
に
倣
っ
て
開
い
た
「
続
蘭
亭
会
」
で
あ
り
、
蘭
亭
会
と
同
じ
形
式
で
開
か
れ
て
、
広
く
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
修
禊
の
共
通
点
は
開
催
地
で
あ
る
。
王
羲
之
の
蘭
亭
は
浙
江
会
稽
に
あ
り
、
劉
仁
本
の
続
蘭
亭
会
も
浙
江
余
姚
で
開
か
れ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
修
禊
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
唐
代
に
洛
陽
で
白
居
易
が
開
い
た
修
禊
が
あ
り
、
ま
た
清
代
で
は
西
湖
修
禊
に
先
立
っ
て
、
揚
州
で
王
士
禛
が
開
い
た
修
禊
が
あ
る
。
し
か
し
、
周
京
が
取
り
あ
げ
た
の
は
、
浙
江
の
地
で
開
催
さ
れ
た
修
禊
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
湖
修
禊
を
、
浙
江
の
修
禊
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
周
京
が
意
識
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
鄂
敏
の
序
と
と
も
に
、
後
序
も
地
域
を
強
く
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
方
今
朝
野
恬
熙
、
庶
物
蕃
廡
。
江
郷
好
春
、
明
湖
映
郭
。
…
…
嗟
乎
、
江
左
晏
安
、
裙
屐
是
与
、
誰
謂
觴
詠
之
不
足
於
用
哉
。
況
吾
儕
生
当
盛
明
、
人
逢
間
世
。
流
連
日
夕
、
足
永
千
齡
。
正
不
必
念
俯
仰
之
頓
殊
労
今
昔
之
致
感
也
。
方
今
朝
野
恬
熙
に
し
て
、
庶
物
蕃
廡
す
。
江
郷
春
に
好
た
だ
い
ま
て
ん
は
ん
ぶ
、
。
、
、
く
明
湖
郭
に
映
ず
…
…
嗟
乎
江
左
晏
安
と
し
て
裙
屐
是
に
与
か
る
、
誰
か
觴
詠
の
用
う
る
に
足
ら
ず
と
謂
く
ん
げ
き
わ
ん
や
。
況
ん
や
吾
が
儕
生
は
盛
明
に
当
た
り
、
人
は
間
世
に
逢
う
を
や
。
日
夕
に
流
連
す
れ
ば
、
千
齡
を
永
く
す
る
に
足
る
。
正
に
必
ず
し
も
俯
仰
の
頓
に
殊
な
る
を
に
わ
か
念
じ
、
今
昔
の
感
を
致
す
を
労
え
ざ
る
な
り
。
う
れ
、
、
ま
ず
今
は
朝
廷
民
間
と
も
に
平
安
に
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
江
南
の
春
が
美
し
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
江
左
の
地
が
安
泰
で
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
若
者
達
が
こ
の
集
い
に
参
加
す
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
達
が
生
き
て
い
る
の
が
「
盛
明
」
の
世
で
あ
り
、
の
ど
か
な
時
代
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
い
ず
れ
も
、
当
地
が
平
和
で
穏
や
か
で
、
詩
人
達
が
そ
の
社
会
で
詩
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
、
土
地
柄
も
人
も
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
、
、
最
後
に
人
生
の
転
変
や
今
昔
の
感
慨
を
催
す
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
蘭
亭
序
に
あ
っ
た
短
い
人
生
へ
の
慨
嘆
と
は
正
反
対
で
、
む
し
ろ
平
和
な
世
の
中
を
謳
歌
し
た
修
禊
と
い
う
色
合
い
を
強
く
出
し
て
い
る
。
蘭
亭
に
倣
う
と
い
い
な
が
ら
も
、
主
旨
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
二
つ
の
序
は
、
修
禊
の
開
催
地
で
あ
る
杭
州
を
含
む
浙
江
、
江
南
の
地
を
強
く
意
識
し
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
鄂
敏
は
こ
の
地
の
教
化
の
た
め
の
修
禊
を
強
く
訴
え
、
周
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京
は
、
浙
江
が
修
禊
の
優
れ
た
文
化
を
育
て
た
地
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
地
の
平
安
と
詩
人
の
穏
便
、
ひ
い
て
は
詩
会
の
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
地
域
の
強
化
を
地
方
官
僚
の
序
と
、
こ
の
地
の
安
寧
を
強
調
、
、
す
る
郷
土
の
詩
人
の
序
と
二
つ
の
序
が
書
か
れ
た
背
景
に
は
清
代
乾
隆
期
の
浙
江
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
が
あ
る
。
四
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
背
景
、
清
代
の
浙
江
は
、
清
朝
政
府
か
ら
見
て
油
断
な
ら
な
い
土
地
で
あ
っ
た
。
雍
正
年
間
に
入
っ
て
か
ら
、
杭
州
を
含
む
浙
江
一
帯
で
は
大
き
な
文
字
獄
が
連
続
し
た
。
雍
正
四
年
、
浙
江
の
査
嗣
庭
、
汪
景
祺
の
著
作
が
清
朝
を
侮
辱
す
る
も
の
と
し
て
摘
発
さ
れ
る
と
、
雍
正
帝
は
浙
江
へ
の
不
信
感
を
強
め
、
つ
い
に
は
浙
江
の
郷
試
、
会
試
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
雍
正
四
年
、
以
浙
人
査
嗣
庭
、
汪
景
祺
著
書
悖
逆
、
既
、
。
、
、
。
按
治
因
停
浙
江
郷
会
試
未
幾
以
李
衛
等
請
弛
其
禁
（
清
史
稿
』
巻
一
百
八
選
挙
志
三
）
『
雍
正
四
年
、
浙
人
査
嗣
庭
、
汪
景
祺
の
著
書
悖
逆
す
、
、
。
る
を
以
て
既
に
按
治
し
因
り
て
浙
江
郷
会
試
を
停
む
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
李
衛
等
の
請
を
以
て
、
其
の
禁
を
弛
む
。
雍
正
四
年
に
、
査
慎
行
の
弟
査
嗣
庭
が
郷
試
で
出
題
し
た
問
題
文
の
記
述
と
、
汪
景
祺
の
文
稿
中
の
年
号
の
記
述
に
清
朝
を
呪
詛
す
る
内
容
が
あ
る
と
し
て
、
両
者
は
投
獄
さ
れ
、
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
浙
江
の
風
気
に
危
険
を
感
じ
て
い
た
雍
正
帝
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
浙
江
へ
の
不
信
感
を
一
気
に
強
め
、
浙
江
の
郷
試
会
試
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
雍
正
帝
の
評
価
は
、
次
の
文
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
上
諭
。
…
…
浙
江
風
俗
悪
如
此
。
…
…
応
将
浙
江
郷
会
試
試
停
止
。
…
…
己
酉
復
准
開
科
。
（
永
憲
録
』
巻
四
「
停
浙
江
士
子
郷
会
試
）
『
」
上
諭
。
…
…
浙
江
の
風
俗
悪
し
き
こ
と
此
の
如
し
。
…
…
応
に
浙
江
郷
会
試
を
将
り
て
停
止
せ
ん
。
…
…
己
酉
復
た
開
科
を
准
す
。
ゆ
る
＊
己
酉
…
雍
正
七
年
。
「
浙
江
風
俗
悪
」
と
い
う
政
府
の
評
価
こ
そ
が
清
代
に
浙
江
が
背
負
っ
た
宿
命
で
あ
っ
た
。
乾
隆
時
代
に
な
っ
て
も
、
こ
の
評
価
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
四
庫
全
書
の
た
め
の
聚
書
が
乾
隆
三
十
七
年
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
折
も
浙
江
周
辺
が
最
も
警
戒
さ
れ
て
い
た
。
伝
聞
異
詞
必
有
詆
触
本
朝
之
語
。
正
当
及
此
一
番
査
弁
、
尽
行
銷
燬
、
杜
遏
邪
言
、
以
正
人
心
而
厚
風
俗
。
断
不
宜
置
之
不
弁
。
此
等
筆
墨
妄
議
之
事
、
大
率
江
浙
両
省
居
多
。
（
清
実
録
』
巻
九
百
六
十
四
乾
隆
三
十
九
年
八
月
）
『伝
聞
異
詞
に
必
ず
本
朝
を
詆
触
す
る
の
語
有
り
。
正
に
当
に
此
に
及
ん
で
は
一
番
査
弁
し
、
尽
く
銷
燬
を
行
い
、
邪
言
を
杜
遏
し
、
以
て
人
心
を
正
し
て
風
俗
を
厚
く
す
べ
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。
断
じ
て
之
を
置
き
て
弁
ぜ
ざ
る
は
宜
し
か
ら
ず
。
此
等
筆
墨
妄
議
の
事
は
、
大
率
江
浙
両
省
多
き
に
居
る
。
「
筆
墨
妄
議
之
事
、
大
率
江
浙
両
省
居
多
」
と
江
蘇
浙
江
。
両
地
を
名
指
し
し
、
禁
書
を
処
分
す
る
こ
と
で
「
正
人
心
而
厚
風
俗
」
と
い
う
。
浙
江
は
最
も
文
字
獄
の
多
い
地
で
あ
り
、
。
風
俗
が
悪
い
、
と
い
う
評
価
は
乾
隆
時
代
に
な
っ
て
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
蔵
書
家
が
多
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
故
前
後
購
獲
応
燬
禁
書
籍
。
較
江
浙
両
省
尤
多
。
江
浙
為
文
物
所
聚
、
蔵
書
之
家
、
售
書
之
肆
、
皆
倍
於
他
省
。
（
清
実
録
』
巻
一
千
二
十
二
乾
隆
四
十
一
年
十
二
月
）
『
故
に
前
後
し
て
応
に
燬
禁
す
べ
き
書
籍
を
購
獲
す
。
較
ぶ
る
に
江
浙
両
省
尤
も
多
し
。
江
浙
は
文
物
の
聚
ま
る
所
為
り
て
、
蔵
書
の
家
、
售
書
の
肆
、
皆
他
省
に
倍
す
。
処
分
す
べ
き
禁
書
が
江
蘇
浙
江
両
省
に
と
り
わ
け
多
い
の
は
、
文
物
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
蔵
書
、
書
店
が
他
省
の
倍
に
及
ぶ
た
め
と
い
う
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
文
化
的
地
域
環
境
が
悪
し
き
風
俗
を
育
て
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
蔵
書
家
が
活
躍
し
た
地
方
都
市
の
代
表
は
、
揚
州
と
杭
州
で
あ
ろ
う
。
昇
平
日
久
、
海
内
殷
富
、
商
人
士
大
夫
慕
古
人
顧
阿
瑛
、
徐
良
夫
之
風
、
蓄
積
書
史
、
広
開
壇
坫
。
揚
州
有
馬
氏
秋
玉
之
玲
瓏
山
、
、
、
館
天
津
有
査
氏
心
穀
之
水
西
荘
杭
州
有
趙
氏
公
千
之
小
山
堂
呉
氏
尺
鳧
之
瓶
花
斎
。
名
流
宴
咏
、
殆
無
虚
日
。
（
随
園
詩
話
』
巻
三
）
『
昇
平
日
久
く
し
て
、
海
内
殷
富
、
商
人
士
大
夫
古
人
顧
阿
瑛
、
徐
良
夫
の
風
を
慕
い
、
書
史
を
蓄
積
し
、
広
く
壇
坫
を
開
く
。
揚
州
に
馬
氏
秋
玉
の
玲
瓏
山
館
有
り
、
天
津
に
査
氏
心
穀
の
水
西
荘
有
り
、
杭
州
に
趙
氏
公
千
の
小
山
堂
、
呉
氏
尺
鳧
の
瓶
花
斎
有
り
。
名
流
宴
咏
し
、
殆
ど
虚
日
無
し
。
よ
く
知
ら
れ
る
こ
の
『
随
園
詩
話
』
の
記
述
は
、
揚
州
の
塩
商
で
蔵
書
家
で
あ
っ
た
馬
曰
琯
、
天
津
の
蔵
書
家
査
心
穀
、
杭
州
の
蔵
書
家
趙
昱
、
呉
焯
ら
の
元
で
名
士
の
詩
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
蔵
書
家
の
元
に
寄
寓
し
て
い
た
の
が
、
杭
州
を
始
め
と
す
る
浙
江
の
詩
人
達
で
あ
る
。
揚
州
鹺
商
所
萃
、
喜
招
名
士
以
自
重
。
而
馬
氏
秋
玉
佩
兮
小
玲
瓏
山
館
、
尤
為
席
帽
所
帰
。
時
盧
雅
雨
任
運
使
、
又
能
奔
走
寒
畯
。
于
是
四
方
輻
輳
、
而
浙
人
尤
多
、
如
全
謝
山
祖
望
、
陳
楞
山
撰
、
厲
太
鴻
鶚
、
金
寿
門
農
、
陶
篁
村
元
藻
及
授
衣
弟
江
皐
、
尤
以
領
袖
称
。（
湖
海
詩
伝
』
巻
六
陳
章
）
『
揚
州
は
鹺
商
の
萃
ま
る
所
、
喜
ん
で
名
士
を
招
き
て
以
。
、
て
自
ら
重
ん
ず
而
し
て
馬
氏
秋
玉
佩
兮
小
玲
瓏
山
館
は
尤
も
席
帽
の
帰
す
る
所
と
為
る
。
時
に
盧
雅
雨
任
運
使
、
又
能
く
寒
畯
に
奔
走
す
。
是
に
于
い
て
四
方
輻
輳
し
、
而
し
て
浙
人
尤
も
多
く
、
全
謝
山
祖
望
、
陳
楞
山
撰
、
厲
太
鴻
鶚
、
金
寿
門
農
、
陶
篁
村
元
藻
及
び
授
衣
の
弟
江
皐
の
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き
、
尤
も
領
袖
を
以
て
称
せ
ら
る
。
こ
れ
は
揚
州
の
馬
曰
琯
の
元
に
集
ま
っ
た
中
に
、
浙
江
詩
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
危
険
視
さ
れ
て
い
た
蔵
書
家
の
元
に
滞
在
し
、
蔵
書
を
利
用
し
つ
つ
唱
酬
し
て
い
た
の
が
、
浙
江
の
詩
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
『
湖
海
詩
。
伝
』
に
見
え
る
詩
人
の
多
く
は
『
西
湖
修
禊
詩
』
に
も
参
加
し
て
い
る
。
江
蘇
浙
江
と
い
う
悪
し
き
風
俗
の
地
の
、
最
も
危
険
視
さ
れ
た
蔵
書
家
の
も
と
で
活
躍
し
た
浙
江
詩
人
に
よ
る
大
規
模
な
詩
会
が
「
西
湖
修
禊
」
だ
っ
た
。
ま
た
、
浙
江
の
悪
し
き
風
俗
は
、
赴
任
す
る
官
僚
に
も
影
響
す
る
と
言
わ
れ
た
。
即
如
鄂
楽
舜
勒
索
商
人
銀
両
一
事
、
御
史
中
籍
隸
浙
省
者
。
（『
』
）
甚
多
清
実
録
巻
五
百
八
乾
隆
二
十
一
年
三
月
即
ち
鄂
楽
舜
の
商
人
に
銀
両
を
勒
索
せ
し
一
事
の
ご
と
き
は
、
御
史
中
籍
の
浙
省
に
隷
す
る
者
甚
だ
多
し
。
鄂
楽
舜
は
、
鄂
敏
の
こ
と
で
、
乾
隆
十
九
年
に
乾
隆
帝
の
命
を
受
け
て
敏
を
楽
舜
に
改
名
し
て
い
る
。
鄂
敏
は
、
乾
隆
十
九
年
に
浙
江
巡
撫
と
な
っ
た
の
だ
が
、
乾
隆
二
十
一
年
に
な
っ
て
浙
江
巡
撫
と
し
て
塩
商
か
ら
不
正
に
金
を
取
っ
た
と
し
て
自
尽
を
賜
っ
た
。
浙
江
は
赴
任
し
た
役
人
ま
で
も
染
め
る
ほ
ど
に
風
紀
の
悪
い
地
域
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
更
に
「
唱
酬
」
も
危
険
を
は
ら
ん
で
い
た
。
鄂
敏
の
従
兄
で
あ
る
鄂
昌
は
、
唱
酬
を
以
て
身
を
滅
ぼ
し
て
い
る
。
及
鄂
（
爾
泰
）
没
未
幾
、
胡
中
藻
左
遷
光
禄
寺
卿
、
怨
妄
悖
逆
、
行
於
吟
詠
、
刊
刻
成
集
、
被
人
奏
劾
、
経
御
筆
摘
出
悖
乱
之
詩
成
帙
、
置
以
大
辟
。
鄂
之
姪
巡
撫
鄂
昌
、
因
与
胡
、
。
（『
』
）
中
藻
唱
和
詩
詞
牽
渉
下
獄
聴
雨
叢
談
巻
十
一
鄂
（
爾
泰
）
没
し
て
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
胡
中
藻
光
禄
寺
卿
に
左
遷
さ
る
る
に
及
び
、
怨
み
て
妄
り
に
悖
逆
し
、
吟
詠
に
行
い
、
刊
刻
し
て
集
を
成
し
、
人
に
奏
劾
さ
れ
、
御
筆
の
悖
乱
の
詩
の
帙
を
成
す
を
摘
出
す
る
を
経
て
、
置
く
に
大
辟
を
以
て
す
。
鄂
の
姪
巡
撫
鄂
昌
、
胡
中
藻
と
詩
詞
を
唱
和
す
る
に
因
り
て
、
牽
渉
さ
れ
て
獄
に
下
る
。
鄂
と
あ
る
の
は
鄂
爾
泰
を
指
す
。
鄂
敏
、
鄂
昌
は
、
雍
正
帝
の
信
頼
を
一
身
に
集
め
た
鄂
爾
泰
の
甥
に
あ
た
る
。
鶚
昌
は
、
乾
隆
二
十
年
、
鄂
爾
泰
の
門
下
生
で
あ
っ
た
胡
中
藻
が
詩
集
の
詩
に
叛
逆
の
意
有
り
と
告
発
さ
れ
て
死
罪
に
な
る
と
、
彼
と
詩
を
「
唱
和
」
す
る
仲
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
投
獄
さ
れ
、
自
尽
を
賜
っ
た
。
鄂
昌
の
死
後
ま
も
な
く
鄂
敏
も
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
雍
正
時
代
に
力
を
振
る
っ
た
鄂
爾
泰
の
影
響
力
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
乾
隆
帝
の
陰
謀
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
に
浙
江
と
い
う
土
地
と
、
唱
酬
と
い
う
行
為
が
い
か
に
危
険
視
さ
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
「
西
湖
修
禊
」
が
開
か
れ
た
の
は
こ
う
い
う
時
。
代
で
あ
っ
た
。
浙
江
に
対
す
る
当
時
の
清
朝
政
府
の
眼
差
し
の
険
し
さ
を
考
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え
る
と
、
鄂
敏
と
周
京
の
序
に
あ
っ
た
地
方
意
識
の
意
味
が
見
え
て
く
る
。
鄂
敏
は
そ
の
序
で
杭
州
太
守
の
責
務
と
し
て
地
域
の
風
俗
を
変
え
る
こ
と
を
述
べ
、
唱
酬
こ
そ
が
詩
教
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
西
湖
修
禊
」
を
正
当
化
し
、
主
催
す
る
自
ら
を
守
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
周
京
の
後
序
が
、
当
地
の
平
和
と
詩
人
の
穏
便
、
ひ
い
て
は
詩
会
の
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
の
は
、
浙
江
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
評
価
の
中
で
、
修
禊
の
詩
集
を
残
す
た
め
に
必
要
な
弁
明
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
周
京
は
、
当
地
が
修
禊
と
い
う
優
れ
て
、
文
化
的
な
唱
酬
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
文
学
の
地
と
し
て
の
浙
江
の
矜
恃
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
蘭
亭
の
修
禊
を
引
き
継
ぐ
と
い
い
な
が
ら
そ
の
性
質
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
蘭
、
。「
亭
集
」
は
儚
い
人
生
へ
の
嘆
息
が
根
底
に
あ
る
が
『
西
湖
修
、
禊
詩
』
に
は
、
浙
江
に
対
す
る
厳
し
い
待
遇
に
対
抗
し
、
文
学
の
地
の
誇
り
を
守
ろ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
五
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
記
録
に
見
る
地
域
性
、
『
西
湖
修
禊
詩
』
序
が
地
方
色
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
は
こ
こ
ま
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
集
が
い
か
に
地
方
色
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
他
の
視
点
か
ら
も
検
証
し
て
み
る
呉
振
棫
一
七
九
〇
- 一
八
七
〇
輯
国
。
（
）
『
朝
杭
郡
詩
続
輯
』
は
、
巻
六
陳
典
の
注
に
「
西
湖
修
禊
」
の
参
加
者
一
覧
を
収
録
す
る
。
按
乾
隆
十
一
年
丙
寅
閏
三
月
三
日
、
杭
州
太
守
鄂
敏
筠
亭
修
禊
事
於
湖
上
、
会
者
凡
六
十
一
人
。
銭
唐
梁
谿
父
文
濂
、
．
．
周
樸
門
京
、
金
江
声
志
章
、
金
冬
心
農
、
厲
樊
榭
鶚
、
丁
竜
泓
敬
、
張
柳
漁
湄
、
陳
句
山
兆
崙
、
陳
眉
山
兆
嵋
、
呂
耜
堂
伊
、
呉
鷗
亭
城
、
施
竹
田
安
、
陸
抑
斎
秩
、
呉
藍
田
玉
増
、
施
北
亭
庭
枢
、
周
暢
鶴
宸
望
、
丁
誠
叔
健
、
呉
奐
若
璠
増
、
施
大
醇
学
濂
、
呉
蘭
林
玉
墀
、
厲
繍
周
志
黼
、
仁
和
許
初
観
．
．
大
綸
、
孫
晴
湖
陳
典
、
胡
質
孚
兟
、
汪
復
園
台
、
梁
蔎
林
啓
心
、
顧
耕
櫚
正
謙
、
杭
菫
浦
世
駿
、
江
敬
斎
源
、
王
茨
檐
曾
祥
、
顧
寸
田
之
鱗
、
張
南
漪
熷
、
皇
甫
薬
坡
鯤
、
孫
瑤
圃
庭
蘭
、
杭
県
圃
世
瑞
、
趙
勿
薬
一
清
、
呉
万
洲
中
麟
、
帰
安
茅
．
．
湘
客
応
奎
、
孫
武
水
林
、
慈
谿
周
雪
崖
羽
逵
、
会
稽
魯
秋
塍
．
．
．
．
曾
煜
、
平
湖
陸
恬
浦
培
、
張
鉄
珊
雲
錦
、
葉
迎
坡
鑾
、
陸
雲
．
．
軒
騰
、
海
寧
施
蘭
垞
謙
、
許
復
斎
承
祖
、
鄞
全
謝
山
祖
望
、
．
．
．
秀
水
銭
蘀
石
載
、
徳
清
徐
南
墅
以
震
、
徐
柳
樊
以
泰
、
除
根
．
．
．
．
苑
以
坤
。
衲
子
則
烎
虚
明
中
、
譲
山
篆
玉
。
其
者
、
非
浙
産
．
．
．
南
陵
劉
迥
舎
琦
、
歙
汪
秀
峰
啓
淑
、
宣
城
施
櫱
斎
念
曾
、
満
．
．
．
．
．
．
州
舒
雲
亭
瞻
、
長
沙
周
雪
舫
宣
猷
、
閩
林
余
斎
緒
光
及
筠
亭
．
．
．
．
．
。
、
、
。
太
守
也
太
守
彙
刊
其
詩
而
明
中
為
之
図
穆
門
為
之
序
（
国
朝
杭
郡
詩
続
輯
』
巻
六
陳
典
注
）
『
こ
の
記
述
は
、
杭
州
の
朱
文
藻
（
一
七
三
五
- 一
八
〇
六
）
編
「
厲
樊
榭
先
生
年
譜
」
の
「
乾
隆
十
一
年
丙
寅
（
厲
鶚
）
、
年
五
十
五
歳
。
春
閏
三
月
三
日
、
杭
州
府
鄂
筠
亭
敏
修
禊
事
於
西
湖
、
賦
詩
、
会
者
凡
六
十
一
人
、
樊
榭
与
焉
（
以
下
詩
人
。
一
覧
（
民
国
『
嘉
業
堂
叢
書
』
所
収
）
の
記
述
に
基
づ
く
）」
- 34 -
、
「
」
、
と
思
わ
れ
る
が
現
存
の
朱
文
藻
厲
樊
榭
先
生
年
譜
で
は
「
江
源
敬
斎
」
が
脱
落
し
六
十
名
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
[
]
で
は
『
国
朝
杭
郡
詩
續
輯
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
15
こ
れ
は
『
西
湖
修
禊
詩
』
収
録
の
順
序
に
詩
人
の
名
を
記
、
す
の
で
は
な
く
、
出
身
地
別
に
並
べ
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
詩
集
は
、
爵
里
を
全
て
の
詩
人
に
記
し
て
お
り
、
そ
の
郷
里
に
従
っ
て
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
目
立
つ
の
は
、
仁
和
、
銭
唐
と
い
、
。
、
う
杭
州
で
計
三
十
七
人
こ
れ
に
杭
州
の
寺
院
に
い
る
譲
山
明
中
を
加
え
る
と
、
三
十
九
人
と
な
り
、
過
半
数
が
杭
州
詩
人
で
あ
る
。
そ
の
他
の
浙
江
詩
人
が
十
五
人
「
非
浙
産
」
は
わ
。
ず
か
に
七
人
で
あ
る
「
厲
樊
榭
先
生
年
譜
」
の
作
者
で
あ
る
。
朱
文
藻
は
杭
州
人
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
杭
州
で
杭
州
詩
人
が
行
っ
た
修
禊
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
こ
う
し
た
並
べ
替
え
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
参
加
詩
人
た
ち
も
、
こ
の
修
禊
に
つ
い
て
は
杭
州
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
各
々
の
詩
題
か
ら
う
か
が
え
る
『
西
。
湖
修
禊
詩
』
は
詩
題
を
示
す
こ
と
は
な
い
が
、
詩
人
達
は
自
ら
、
。
の
詩
集
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
に
詩
題
を
付
け
て
収
録
し
て
い
る
全
祖
望
の
詩
題
は
「
杭
二
菫
浦
以
閏
重
三
日
為
修
事
之
会
于
湖
上
、
太
守
鄂
鈍
夫
而
下
至
者
四
十
二
人
。
蓋
自
劉
仁
本
続
行
。」（『
』
此
挙
于
姚
江
在
元
至
正
中
今
四
百
余
年
矣
鮚
埼
亭
詩
集
巻
四
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
題
で
は
、
修
禊
の
主
催
者
が
杭
世
駿
で
、
鄂
敏
を
参
加
者
の
一
人
と
し
て
い
る
。
こ
の
詩
題
以
外
に
杭
世
駿
を
主
催
者
と
す
る
資
料
は
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
全
祖
望
は
杭
世
駿
の
名
を
出
し
て
い
る
の
か
。
杭
世
駿
は
、
翰
林
院
編
修
で
あ
っ
た
乾
隆
八
年
、
乾
隆
帝
の
怒
り
を
買
い
罷
免
さ
れ
て
杭
州
に
戻
る
と
、
故
郷
の
詩
人
を
集
め
て
南
屛
詩
社
を
結
ん
だ
。
そ
の
成
員
が
乾
隆
十
一
年
閏
三
月
の
西
湖
修
禊
の
参
加
者
の
大
多
数
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
杭
世
駿
の
詩
社
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
全
祖
望
は
浙
江
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
杭
州
の
『
南
宋
雑
事
詩
』
に
倣
い
、
故
郷
寧
波
を
詠
じ
た
『
句
余
土
音
』
を
企
画
し
「
補
志
乗
之
所
未
及
（
志
乗
の
所
未
だ
、
及
ば
ざ
る
所
を
補
う
」
と
歴
史
書
を
補
う
た
め
の
詩
集
を
編
）
。
、
、
纂
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
う
し
た
立
場
か
ら
も
詩
題
に
は
こ
の
修
禊
が
実
質
的
に
は
浙
江
の
名
士
た
る
杭
世
駿
の
詩
社
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、
後
の
史
料
に
採
録
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
の
修
禊
を
南
屛
詩
社
同
人
の
詩
会
と
捉
え
る
同
人
は
多
か
っ
た
。
参
加
者
の
別
集
中
の
詩
題
に
は
以
下
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
閏
三
月
三
日
同
人
集
湖
上
続
修
禊
效
蘭
亭
詩
体
二
首
（
厲
鶚
『
樊
榭
山
房
続
集
』
巻
五
）
丙
寅
閏
三
月
三
日
同
人
集
湖
上
続
修
禊
洽
（
丁
敬
『
硯
林
詩
集
』
巻
二
）
乾
隆
丙
寅
閏
上
巳
同
人
修
禊
湖
上
（
汪
啓
淑
「
飛
鴻
堂
初
稿
）」
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
南
屛
詩
社
同
人
の
詩
会
の
一
つ
と
し
て
修
禊
を
捉
え
て
い
る
。
ま
た
銭
載
は
「
城
南
修
禊
」
二
首
其
、
の
二
（
蘀
石
斎
詩
集
』
巻
三
十
四
）
の
「
禊
事
在
西
泠
」
句
『
の
注
に
「
丙
寅
閏
三
月
三
日
杭
人
邀
集
西
湖
效
蘭
亭
体
賦
詩
」
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と
「
杭
人
」
の
修
禊
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
鄂
敏
の
名
を
出
す
こ
と
な
く
、
杭
州
人
あ
る
い
は
南
屛
詩
社
の
詩
人
達
の
詩
会
と
す
る
。
つ
ま
り
杭
州
詩
壇
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
西
湖
修
禊
詩
』
の
序
文
で
は
、
浙
江
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
詩
題
の
中
で
は
、
浙
江
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
一
地
方
で
あ
る
杭
州
の
も
の
と
し
て
こ
の
修
禊
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
方
誌
の
記
録
の
中
で
も
「
西
湖
修
禊
」
は
浙
江
で
は
な
、
く
、
杭
州
の
出
来
事
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
光
緒
年
間
に
、
杭
州
の
丁
丙
編
『
武
林
掌
故
叢
編
』
の
中
に
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
詩
集
全
体
が
収
録
さ
れ
る
。
武
林
は
杭
州
で
あ
る
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
杭
州
の
呉
振
棫
編
纂
の
『
国
朝
杭
郡
詩
続
輯
（
光
緒
二
年
）
と
い
』
う
杭
州
詩
の
一
大
選
集
に
は
、
陳
典
と
い
う
人
名
の
注
の
中
に
参
加
者
氏
名
が
地
域
別
に
全
員
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
浙
江
を
単
位
と
す
る
文
献
に
は
、
こ
の
修
禊
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
清
代
浙
江
の
詩
と
詩
人
を
ま
と
め
た
も
の
で
最
も
大
部
の
も
の
は
、
江
蘇
儀
徴
の
阮
元
が
嘉
慶
六
年
に
刊
行
し
た
『
両
浙
輶
軒
録
』
で
あ
る
。
清
の
順
治
年
間
か
ら
嘉
慶
間
に
至
る
ま
で
の
三
千
一
百
三
十
三
名
の
浙
江
の
詩
人
と
そ
の
作
品
九
千
二
百
四
十
一
首
を
収
録
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
『
西
湖
修
禊
詩
』
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
陶
元
藻
『
全
浙
詩
話
』
は
、
周
秦
漢
か
ら
清
朝
乾
隆
年
間
ま
で
の
浙
江
詩
人
と
小
伝
を
記
録
し
、
詩
人
は
一
千
八
百
八
十
五
名
、
典
籍
六
百
五
種
を
収
録
す
る
が
『
西
湖
修
禊
詩
』
と
そ
れ
に
関
す
る
記
述
は
や
は
、
り
な
い
。
こ
れ
は
、
浙
江
の
出
来
事
と
す
る
に
は
参
加
者
が
杭
州
詩
人
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
、
開
催
地
が
杭
州
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
参
加
詩
人
の
多
く
が
無
位
無
官
の
無
名
の
詩
人
で
あ
っ
た
た
め
、
記
録
に
残
す
価
値
の
な
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
結
果
的
に
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
杭
州
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
記
録
と
し
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
、
当
時
の
杭
州
詩
壇
の
隆
盛
を
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。六
、
清
代
揚
州
の
修
禊
最
後
に
、
地
域
性
と
い
う
点
で
、
同
時
代
に
揚
州
で
開
か
れ
た
修
禊
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
揚
州
で
は
山
東
出
身
の
王
士
禛
が
順
治
十
七
年
（
一
六
六
〇
）
に
揚
州
に
赴
任
し
て
以
来
、
友
人
と
の
唱
和
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
康
熙
元
年
（
一
六
六
一
）
に
は
紅
橋
で
修
禊
を
行
い
「
浣
溪
紗
」
三
首
を
詠
じ
、
友
人
始
め
多
く
の
人
が
和
韻
し
た
。
康
熙
三
年
（
一
六
六
四
）
の
紅
橋
修
禊
で
は
「
冶
春
絶
句
」
二
十
首
を
詠
じ
、
こ
の
修
禊
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
多
く
の
和
韻
詩
を
集
め
、
序
を
つ
け
て
『
紅
橋
唱
和
集
』
三
巻
と
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
修
禊
に
つ
い
て
は
王
士
禛
自
身
が
筆
記
や
詩
話
の
中
に
書
き
残
し
て
い
る
。
予
…
…
嘗
与
林
茂
之
、
孫
豹
人
、
張
祖
望
輩
修
禊
紅
橋
、
予
首
唱
冶
春
詩
二
十
余
首
、
一
時
名
士
皆
属
和
。
…
…
遂
為
。
（『
』
）
広
陵
故
事
居
易
録
巻
四
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予
…
…
嘗
て
林
茂
之
、
孫
豹
人
、
張
祖
望
の
輩
と
紅
橋
に
修
禊
紅
橋
し
、
予
首
め
冶
春
詩
二
十
余
首
を
唱
し
、
一
時
の
名
士
皆
属
和
す
。
…
…
遂
に
広
陵
の
故
事
と
為
る
。
こ
の
よ
う
に
、
揚
州
の
故
事
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
以
降
「
紅
橋
」
が
唱
酬
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
地
で
赴
任
し
た
官
僚
が
修
禊
を
開
く
こ
と
が
一
つ
の
雅
な
慣
習
と
な
っ
て
い
っ
た
。
康
熙
二
十
五
年
に
は
、
戯
曲
家
と
し
て
名
高
い
孔
尚
任
が
揚
州
に
赴
任
し
、
紅
橋
で
修
禊
を
行
っ
て
い
る
「
紅
橋
修
禊
序
。
（
湖
海
集
）
が
あ
り
、
詩
集
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
『
』
盧
見
曾
は
、
同
じ
山
東
の
出
身
と
し
て
、
王
士
禛
を
慕
い
、
王
士
禛
に
倣
っ
て
修
禊
を
行
い
詩
集
を
編
ん
だ
。
こ
の
修
禊
に
関
わ
っ
た
李
斗
が
、
詩
集
が
作
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
記
し
て
い
る
。山
堂
游
蹟
、
自
王
文
簡
始
。
…
…
盧
雅
雨
初
転
運
両
淮
、
有
脩
禊
山
堂
詩
。
甲
戌
転
運
与
嵇
拙
修
漕
運
璜
、
銭
集
斎
侍
。
、
。
郎
陳
群
有
山
堂
紀
遊
和
韻
詩
集
斎
手
録
一
巻
泐
石
平
楼
集
斎
跋
云
、
…
…
邀
遊
山
堂
、
予
亦
与
焉
。
明
日
、
嵆
君
揚
帆
去
、
郵
寄
原
韻
、
則
予
已
還
檇
李
、
都
転
以
和
詩
及
原
唱
彙
致
、
促
予
成
詩
。
属
手
録
一
巻
、
予
書
不
足
珍
重
。
而
都
転
風
流
、
真
足
歩
漁
洋
後
塵
矣
。
…
…
転
運
跋
云
、
山
堂
紀
遊
詩
、
既
出
海
内
名
公
、
和
者
寖
衆
。
廼
随
寄
到
之
先
後
、
勒
石
于
平
楼
、
以
貽
後
之
覧
者
。
…
…
澗
泉
跋
云
、
雅
雨
同
銭
香
樹
、
嵆
黼
庭
遊
山
堂
、
為
長
謌
張
壁
間
。
嗣
是
凡
名
公
卿
朝
士
道
経
茲
土
、
往
往
次
韻
留
題
而
去
、
或
別
後
于
郵
筒
却
寄
、
乃
鐫
諸
貞
珉
、
以
誌
一
時
文
藻
之
盛
。
（
李
斗
『
揚
州
画
舫
録
』
巻
十
六
）
山
堂
の
游
蹟
は
、
王
文
簡
よ
り
始
ま
る
。
…
…
盧
雅
雨
初
め
両
淮
に
転
運
た
り
て
、
脩
禊
山
堂
詩
有
り
。
甲
戌
転
運
と
嵇
拙
修
漕
運
璜
、
銭
集
斎
侍
郎
陳
群
と
に
山
堂
紀
遊
和
韻
詩
有
り
。
集
斎
一
巻
に
手
録
し
、
平
楼
に
泐
石
ろ
く
す
。
集
斎
跋
に
云
ふ
、
…
…
山
堂
に
邀
遊
し
、
予
も
亦
た
こ
れ
に
与
か
る
。
明
日
、
嵆
君
帆
を
揚
げ
て
去
り
、
原
あ
ず
、
、
韻
を
郵
寄
す
る
も
則
ち
予
已
に
檇
李
に
還
り
た
れ
ば
都
転
和
詩
及
び
原
唱
を
以
て
彙
致
し
、
予
に
詩
を
成
さ
ん
こ
と
を
促
す
。
一
巻
を
手
録
せ
ん
こ
と
を
属
せ
ら
る
る
も
、
予
の
書
珍
重
す
る
に
足
ら
ず
。
而
し
て
都
転
の
風
流
、
真
に
漁
洋
の
後
塵
を
歩
む
に
足
る
、
と
。
…
…
転
運
跋
に
云
ふ
、
山
堂
紀
遊
詩
、
既
に
海
内
の
名
公
に
出
で
、
。
、
和
す
る
者
寖
く
衆
し
廼
ち
寄
せ
到
る
の
先
後
に
随
い
よ
う
や
平
楼
に
勒
石
し
、
以
て
後
の
覧
る
者
に
貽
る
、
と
。
…
…
お
く
澗
泉
跋
に
云
う
、
雅
雨
銭
香
樹
、
嵆
黼
庭
と
同
に
山
堂
と
も
に
遊
び
、
長
謌
を
為
り
て
壁
間
に
張
る
。
嗣
い
で
是
れ
凡
つ
く
つ
そ
名
公
卿
朝
士
道
に
茲
の
土
を
経
れ
ば
、
往
往
次
韻
し
題
を
留
め
て
去
り
、
或
い
は
別
れ
て
後
郵
筒
に
于
い
て
却
っ
て
寄
す
れ
ば
、
乃
ち
諸
を
貞
珉
に
鐫
し
、
以
て
一
時
文
せ
ん
藻
の
盛
を
誌
す
、
と
。
し
る、
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
和
韻
詩
は
詩
集
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
が
そ
の
場
で
詩
を
詠
む
だ
け
で
な
く
、
知
人
に
も
と
の
詩
及
び
和
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韻
詩
を
郵
送
し
て
、
唱
和
を
求
め
て
い
る
。
次
第
に
増
え
た
和
韻
詩
を
、
石
に
刻
ん
で
記
録
し
、
後
に
平
山
堂
を
訪
れ
る
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
訪
れ
る
人
々
は
そ
の
詩
を
、
。
、
書
き
と
め
て
和
韻
詩
を
詠
ん
だ
そ
れ
を
郵
送
し
て
来
れ
ば
、
、
、
ま
た
刻
む
と
い
う
形
で
詩
会
の
後
も
更
に
和
韻
詩
は
増
え
紅
橋
修
禊
の
名
は
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
揚
州
を
唱
酬
の
地
と
し
て
名
を
挙
げ
る
こ
と
と
な
り
、
修
禊
の
詩
は
大
部
の
詩
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
（
盧
見
曾
）
丁
丑
脩
禊
紅
橋
、
作
七
言
律
詩
四
首
。
…
…
其
時
和
脩
禊
韻
者
七
千
余
人
、
編
次
得
三
百
余
巻
。
（
揚
州
画
舫
録
』
巻
十
）
『
丁
丑
紅
橋
に
脩
禊
し
、
七
言
律
詩
四
首
を
作
る
。
…
…
其
の
時
脩
禊
韻
に
和
す
る
者
七
千
余
人
、
編
次
し
て
三
百
余
巻
を
得
。
七
千
余
人
と
い
う
膨
大
な
和
韻
者
を
生
ん
だ
こ
と
で
、
揚
州
の
修
禊
は
広
く
佳
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
揚
州
の
修
禊
も
ま
た
、
官
僚
が
赴
任
地
の
詩
壇
を
盛
ん
に
し
た
と
い
う
点
で
は
杭
州
の
西
湖
修
禊
と
同
じ
で
あ
る
。
で
は
同
じ
く
地
方
の
修
禊
で
あ
る
揚
州
の
修
禊
と
、
杭
州
の
修
禊
と
の
相
違
点
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
外
部
へ
の
広
が
り
で
あ
る
。
揚
州
の
修
禊
は
、
最
初
は
王
士
禛
と
仲
間
と
の
唱
酬
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
揚
州
を
訪
れ
る
外
部
の
人
が
こ
の
詩
に
和
韻
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
外
部
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
っ
た
。
杭
州
は
、
杭
州
の
詩
人
た
ち
を
中
心
と
し
、
外
部
に
和
韻
を
と
く
に
求
め
る
こ
と
も
な
く
、
杭
州
詩
人
の
修
禊
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
は
詩
集
の
存
在
で
あ
る
。
揚
州
の
場
合
は
詩
集
が
編
ま
れ
た
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
詩
集
が
他
所
か
ら
揚
州
を
訪
ね
た
多
数
の
客
人
の
和
韻
詩
を
編
纂
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
一
時
的
な
刊
行
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
。
。
あ
ろ
う
現
に
詩
集
の
内
容
を
記
す
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
の
は
、
王
士
禛
や
盧
見
曾
と
い
っ
た
著
名
人
の
原
唱
の
み
な
の
で
あ
る
。
一
方
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
詩
人
一
人
一
人
の
詩
と
爵
里
を
記
し
、
地
方
詩
壇
の
あ
り
よ
う
を
後
世
に
伝
え
る
史
料
と
し
て
最
初
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、
当
時
の
杭
州
詩
壇
が
杭
州
詩
人
で
成
立
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
揚
州
詩
壇
は
他
所
か
ら
の
客
人
を
中
心
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
盧
見
曾
の
修
禊
に
和
韻
し
た
中
に
は
、
揚
州
と
交
流
を
持
つ
杭
州
詩
人
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
同
じ
修
禊
で
あ
っ
て
も
、
杭
州
は
よ
り
地
方
色
が
強
く
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
揚
州
は
よ
り
開
放
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
と
め
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
単
に
修
禊
の
記
録
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
浙
江
と
く
に
杭
州
の
詩
壇
を
記
録
に
残
そ
う
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
詩
集
を
残
す
こ
と
で
、
当
時
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
地
方
誌
編
纂
事
業
に
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
も
ま
た
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
修
禊
の
記
録
を
地
方
誌
に
載
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
資
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料
が
あ
る
。
癸
丑
三
月
三
日
、
郡
守
李
暁
園
亨
特
嘗
邀
袁
簡
斎
太
史
、
平
寬
夫
宮
詹
輩
二
十
一
人
、
作
修
禊
之
会
、
余
亦
与
焉
。
今
五
十
余
年
矣
、
歳
月
易
遷
、
歓
情
難
再
、
可
為
太
息
者
也
。
会
中
有
桐
城
姚
秋
槎
観
察
仿
西
園
雅
集
図
作
記
一
篇
、
刻
于
。
（『
』
）
郡
志
履
園
叢
話
巻
十
八
古
蹟
蘭
亭
癸
丑
三
月
三
日
、
郡
守
李
暁
園
亨
特
に
嘗
て
袁
簡
斎
太
史
、
平
寬
夫
宮
詹
の
輩
二
十
一
人
を
邀
え
、
修
禊
の
会
を
作
し
、
余
も
亦
た
こ
れ
に
与
か
る
。
今
五
十
余
年
、
歳
月
遷
り
易
く
、
歓
情
再
び
す
る
は
難
し
、
為
に
太
息
す
べ
き
こ
と
な
り
。
会
中
に
桐
城
姚
秋
槎
観
察
西
園
雅
集
図
に
仿
い
て
記
一
篇
を
作
り
、
郡
志
に
刻
す
。
最
後
に
「
郡
志
に
刻
す
」
と
あ
る
の
は
、
修
禊
の
記
を
郡
志
つ
ま
り
地
方
誌
に
収
録
し
た
こ
と
を
指
す
。
地
方
誌
編
纂
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
に
、
修
禊
に
関
す
る
詩
や
文
も
、
盛
ん
に
地
方
誌
の
中
に
採
録
さ
れ
た
『
西
湖
修
禊
詩
』
も
、
当
初
か
ら
そ
。
れ
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
「
西
湖
修
禊
」
の
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
厲
鶚
の
『
宋
詩
紀
事
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
宋
詩
選
集
が
、
五
首
以
上
詩
が
あ
る
詩
人
、
あ
る
い
は
選
集
が
あ
る
詩
人
な
ど
と
採
録
対
象
に
基
準
を
設
け
て
い
た
の
に
対
し
、
詩
一
首
、
あ
る
い
は
数
句
で
も
採
録
し
、
爵
里
な
ど
の
伝
記
資
料
を
添
え
て
い
る
。
そ
の
[
]16
中
に
は
詩
会
の
詩
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
西
、
。『
湖
修
禊
詩
』
は
そ
の
意
味
で
も
地
方
誌
に
採
録
さ
れ
る
べ
き
詩
集
で
あ
っ
た
。
ま
た
無
名
で
無
位
無
官
の
学
生
で
あ
っ
て
も
爵
里
を
記
し
て
い
る
の
は
、
文
献
資
料
に
採
録
さ
れ
る
べ
く
体
裁
を
整
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
杭
州
詩
会
隆
盛
の
記
録
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
杭
州
を
始
め
と
す
る
浙
江
に
文
字
の
獄
の
不
穏
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
詩
の
文
化
を
守
り
記
録
し
よ
う
と
し
た
貴
重
な
地
方
文
献
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
集
の
注
意
す
べ
き
点
は
、
当
時
す
で
に
名
の
あ
っ
た
名
士
達
を
記
録
に
留
め
よ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
杭
州
詩
壇
を
担
う
次
世
代
の
詩
人
達
を
も
同
時
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
『
南
宋
雑
事
詩
』
で
活
躍
し
た
趙
昱
の
息
子
で
。、
、
あ
る
趙
一
清
同
じ
く
呉
焯
の
息
子
で
あ
る
呉
城
を
始
め
と
し
厲
鶚
は
養
子
で
あ
る
厲
志
黼
と
、
周
京
は
息
子
で
あ
る
周
宸
望
と
共
に
参
加
し
て
い
る
。
い
わ
ば
杭
州
詩
壇
の
隆
盛
を
未
来
に
つ
な
ぐ
詩
集
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
後
主
催
者
鄂
敏
が
浙
江
に
い
た
時
代
の
罪
を
問
わ
れ
、
揚
州
の
盧
見
曾
も
塩
商
か
ら
不
正
な
金
を
取
っ
た
と
の
罪
で
獄
中
死
す
る
に
到
り
、
官
僚
が
派
手
な
詩
会
を
主
催
す
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。
詩
人
た
ち
の
庇
護
者
で
詩
会
の
出
資
者
で
も
あ
っ
た
塩
商
も
次
第
に
没
落
し
、
詩
僧
も
い
な
く
な
り
、
結
局
杭
州
に
再
び
詩
壇
の
隆
盛
が
。「
、
。
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
乾
隆
初
杭
州
詩
酒
之
会
最
盛
…
…
四
十
年
来
、
儒
、
釈
両
門
、
一
斉
寂
滅
、
竟
無
継
起
者
。
（
乾
隆
初
め
、
杭
州
詩
酒
の
会
最
も
盛
ん
。
…
…
四
十
年
来
、
、
、
、
。）」
儒
釈
両
門
一
斉
に
寂
滅
し
竟
に
継
い
で
起
つ
者
無
し
（
随
園
詩
話
』
巻
三
- 六
四
）
と
い
う
現
実
の
中
で
『
西
湖
『
、
修
禊
詩
』
は
、
乾
隆
期
の
杭
州
詩
壇
の
華
々
し
い
時
代
の
最
後
- 39 -
を
記
す
記
録
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
注
[ １
] 「
文
学
史
発
展
到
明
清
時
代
、
一
個
最
大
的
特
徴
就
是
地
域
性
特
、
。」
別
顕
豁
起
来
対
地
域
文
学
伝
統
的
意
識
也
清
晰
地
凸
顕
出
来
（
清
代
詩
学
与
地
域
文
学
伝
統
的
建
構
（
中
国
社
会
科
学
』
「
」
『
二
〇
〇
三
年
第
五
期
。）
[ ２
]
蒋
寅
清
代
文
学
論
稿
鳳
凰
出
版
社
二
〇
〇
九
に
清
『
『
』（
）
「
代
文
学
与
地
域
文
化
」
と
し
て
、
地
域
の
視
点
か
ら
清
代
文
学
を
論
じ
る
。
ま
た
単
行
本
と
し
て
は
、
羅
時
進
『
地
域
・
家
族
・
文
学
ー
清
代
江
南
詩
文
研
究
（
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
〇
、
』
）
張
兵
等
『
文
化
視
域
中
的
清
代
文
学
研
究
（
人
民
出
版
社
二
』
〇
一
三
）
な
ど
が
代
表
的
な
研
究
で
あ
る
。
[ ３
] 「
宋
元
以
後
、
方
志
的
編
纂
日
益
興
盛
、
到
明
清
両
代
則
上
自
省
府
、
下
迄
郷
鎮
、
乃
至
名
山
大
川
、
古
蹟
勝
地
、
都
有
志
書
、
為
人
們
了
解
、
認
識
地
域
文
化
伝
統
提
供
了
方
便
。
在
修
志
中
、
地
方
文
献
的
捜
集
和
芸
文
志
的
編
纂
是
最
重
要
的
工
作
、
伴
随
修
志
而
来
的
地
方
文
献
整
理
直
接
為
地
方
文
学
文
献
的
編
纂
奠
定
了
基
。
。
礎
事
実
上
大
多
数
地
域
詩
話
的
編
撰
或
多
或
少
都
与
修
志
有
関
…
…
到
清
代
、
地
域
性
詩
文
集
的
数
量
就
猛
然
劇
増
、
難
以
統
計
了
（
蒋
寅
「
清
代
文
学
與
地
域
文
化
『
清
代
文
学
論
稿
（
鳳
。」
」
』
凰
出
版
社
二
〇
〇
九
）
[ ４
] 王
兵
「
論
清
代
清
詩
選
本
的
分
期
及
其
特
徴
（
中
国
文
化
研
究
」
『
所
学
報
』
第
五
十
二
期
二
〇
一
一
）
に
「
乾
隆
中
期
以
降
、
清
詩
選
家
紛
紛
将
編
選
視
角
従
全
国
範
囲
転
向
了
特
定
的
区
域
、
地
域
選
本
蔚
然
成
風
。
…
…
地
域
選
本
中
也
有
若
干
大
型
者
、
資
料
捜
集
甚
多
、
渉
及
詩
家
詩
作
也
為
一
般
詩
選
所
不
及
、
最
典
型
的
代
表
就
是
《
国
朝
杭
郡
詩
輯
》
及
其
続
集
」
と
述
べ
る
。
。
[ ５
] 『
西
湖
修
禊
詩
』
は
、
丁
丙
編
『
武
林
掌
故
叢
編
（
光
緒
中
銭
』
塘
丁
氏
嘉
恵
堂
刊
本
）
所
収
の
も
の
を
底
本
と
す
る
。
[ ６
] 釜
谷
武
志
「
三
月
三
日
の
詩
- 両
晋
詩
の
一
側
面
-
（
紀
要
』
神
」
『
戸
大
学
文
学
部
二
十
二
号
一
九
九
五
）
、「
」（『
』
）
[ ７
] 張
衡
の
修
禊
に
関
す
る
作
品
と
は
南
都
賦
文
選
巻
四
で
あ
る
。
そ
の
中
に
三
月
上
巳
に
人
々
が
集
う
様
子
を
記
し
て
い
る
が
、
詩
宴
の
描
写
は
な
い
。
蔡
邕
に
は
『
宋
書
』
卷
十
五
礼
志
二
に
見
え
る
「
蔡
邕
章
句
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
蔡
邕
の
「
月
例
章
」
、
、
。
句
の
こ
と
で
本
文
は
現
存
せ
ず
引
用
中
に
の
み
見
ら
れ
る
修
禊
の
行
事
の
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、
詩
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
王
融
に
は
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
（
文
選
』
巻
四
十
六
）
」
『
が
あ
り
、
詩
集
編
纂
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
詩
集
は
残
っ
て
い
な
い
。
沈
約
に
は
「
三
月
三
日
率
爾
成
篇
（
文
選
』
巻
三
、
」
『
十
）
な
る
詩
が
あ
り
、
修
禊
の
詩
宴
を
描
く
詩
で
は
あ
る
が
、
詩
集
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
『
』
（
）
「
」
[ ８
]
白
氏
文
集
巻
六
十
六
四
部
叢
刊
所
収
で
は
開
成
二
年
と
な
っ
て
い
る
。
[ ９
] 「
開
成
二
年
三
月
三
日
、
河
南
尹
李
待
価
、
以
人
和
歳
稔
、
将
將
．
禊
扵
洛
浜
。
前
一
日
、
啓
留
守
裴
令
公
。
公
明
日
召
太
子
少
傅
白
、
、
、
、
居
易
太
子
賓
客
蕭
籍
李
仍
叔
劉
禹
鍚
前
中
書
舎
人
鄭
居
中
国
子
司
業
裴
惲
、
河
南
少
尹
李
道
枢
、
倉
部
郎
中
崔
晋
、
司
封
員
．
外
郎
張
可
績
、
駕
部
員
外
郎
盧
言
、
虞
部
員
外
郎
苗
愔
、
和
州
刺
史
裴
儔
、
淄
州
刺
史
裴
洽
、
検
校
礼
部
員
外
郎
楊
魯
士
、
四
門
博
士
談
弘
謩
等
一
十
五
人
、
合
宴
于
舟
中
。
由
斗
亭
、
歴
魏
堤
、
抵
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津
橋
。
登
臨
泝
沿
、
自
晨
及
暮
。
簪
組
交
映
、
歌
笑
間
発
。
前
水
嬉
而
後
妓
楽
、
左
筆
硯
而
右
壷
觴
。
望
之
若
仙
、
観
者
如
堵
。
尽
風
光
之
賓
、
極
遊
泛
之
娯
。
美
景
良
辰
、
賞
心
楽
事
、
尽
得
於
今
．
日
矣
。
若
不
記
録
、
謂
洛
無
人
。
晋
公
首
賦
一
章
、
鏗
然
玉
振
。
．
顧
謂
四
座
継
而
和
之
居
易
挙
酒
抽
毫
奉
十
二
韻
以
献
白
、
。
、
。」（『
氏
文
集
』
巻
六
十
六
四
部
叢
刊
所
収
。
那
波
本
と
は
異
同
が
あ
る
が
、
特
に
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
）。
こ
こ
に
は
李
待
価
が
禊
の
宴
を
洛
浜
で
す
る
こ
と
を
裴
度
に
申
し
出
た
と
い
う
経
緯
に
加
え
、
白
居
易
、
劉
禹
錫
を
含
め
た
十
五
人
の
参
加
者
の
名
前
、
更
に
舟
遊
び
、
妓
女
の
演
奏
が
あ
っ
た
こ
と
、
詩
を
作
り
な
が
ら
酒
を
楽
し
ん
だ
こ
と
な
ど
、
詩
宴
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
[
] 劉
仁
本
『
羽
庭
集
』
に
は
、
修
禊
序
、
詩
共
に
未
収
録
。
10
[
] 王
士
禛
『
静
志
居
詩
話
』
巻
二
十
四
「
劉
仁
本
」
に
「
自
序
云
、
11庚
子
春
、
仁
本
治
師
会
稽
之
余
姚
、
乃
相
竜
泉
之
左
麓
、
州
署
之
、
、
、
、
、
後
山
得
神
禹
祕
図
之
処
水
出
巌
罅
瀦
為
方
沼
疏
為
流
泉
卉
木
叢
茂
、
行
列
紫
薇
、
間
以
竹
篁
、
彷
彿
乎
蘭
亭
景
状
、
因
作
雩
詠
亭
以
表
之
。
合
甌
、
越
来
会
之
士
、
得
四
十
二
人
、
同
修
禊
事
、
取
晋
人
蘭
亭
会
図
、
詩
缺
不
足
者
、
各
占
其
次
、
補
四
、
五
、
、
。
、
「
」、
言
各
一
首
因
曰
続
蘭
亭
会
云
按
左
司
結
続
蘭
亭
会
与
者
四
十
二
人
、
今
名
氏
未
能
悉
考
、
詩
僅
存
者
、
左
司
而
外
都
事
謝
理
補
晋
侍
郎
謝
瑰
、
郷
貢
進
士
趙
俶
補
参
軍
孔
盛
、
蕭
山
主
簿
朱
右
補
余
杭
令
謝
滕
、
帥
府
都
事
王
霖
補
王
献
之
、
蕭
山
教
諭
諸
絅
補
府
曹
労
夷
、
平
江
儒
学
正
徐
昭
文
補
府
主
簿
后
綿
、
祕
図
、
、
隠
者
鄭
彝
補
山
陰
令
嘉
興
路
経
歴
張
溥
補
鎮
国
大
将
軍
椽
卞
迪
天
台
僧
自
悦
補
任
城
呂
系
、
四
明
僧
如
阜
補
任
城
令
呂
本
、
東
山
僧
福
報
補
彭
城
曹
」
と
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
王
士
諲
。
禛
は
詩
会
の
記
録
に
熱
心
で
あ
り
、
詩
話
は
前
代
の
詩
会
の
記
録
を
多
く
集
め
る
点
で
、
文
学
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
）。
[
] 吉
川
幸
次
郎
元
明
詩
概
説
岩
波
書
店
一
九
六
七
に
月
『
』（
）
「
12泉
吟
社
詩
」
と
い
う
詩
会
の
記
録
を
と
り
あ
げ
「
月
泉
吟
社
」
、
「
と
題
す
る
小
冊
子
で
あ
る
。
…
…
要
す
る
に
当
時
各
地
に
あ
っ
た
詩
社
の
雑
誌
の
、
偶
然
に
遺
存
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
。
詩
会
の
詩
集
は
雑
誌
扱
い
で
あ
っ
た
と
す
る
。
[
] 鄂
敏
の
修
禊
は
こ
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
回
開
催
し
た
よ
う
13だ
。
袁
枚
は
「
近
得
鄂
筠
亭
敏
守
杭
州
修
禊
西
湖
詩
、
首
唱
云
、
『
修
禊
三
春
好
、
風
花
二
月
天
。
黄
堂
無
底
事
、
白
髪
有
諸
賢
。
筆
濯
西
湖
水
、
花
揺
鷲
嶺
煙
。
風
光
徴
往
時
、
不
減
永
和
年
』。
一
時
作
者
如
雲
（
随
園
詩
話
補
遺
』
五
- 四
四
）
と
記
し
て
い
。」
『
る
が
、
こ
の
詩
は
乾
隆
十
一
年
の
『
西
湖
修
禊
詩
』
所
収
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
「
作
者
如
雲
」
と
い
う
修
禊
は
、
い
つ
の
。
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
[
] 『
国
史
列
伝
』
巻
四
に
「
鄂
楽
舜
…
…
原
名
鄂
敏
…
…
（
乾
隆
）
14九
年
調
浙
江
杭
州
府
知
府
、
授
海
防
兵
備
道
。
十
三
年
調
杭
嘉
湖
道
。
十
五
年
四
月
調
塩
駅
道
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
十
五
年
。
ま
で
杭
州
に
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
[
] な
お
、
繆
荃
孫
重
訂
に
よ
る
朱
文
藻
「
厲
樊
榭
先
生
年
譜
（
樊
」
『
15榭
山
房
集
』
附
録
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
二
）
で
も
、
同
部
分
は
脱
落
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
[
] 『
宋
詩
紀
事
「
出
版
説
明
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
一
）
』
」
16に
「
他
在
「
刻
宋
詩
紀
事
啓
」
中
説
「
苟
片
言
之
足
採
、
雖
隻
、
。
。
、
、
字
以
兼
收
此
則
宋
詩
紀
事
之
大
略
也
稽
其
家
数
三
千
有
奇
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惜
此
工
夫
、
二
十
餘
載
、
可
見
作
者
用
力
之
勤
。
…
…
康
熙
時
」
編
的
「
宋
金
元
明
四
朝
詩
、
宋
詩
僅
占
七
十
八
巻
八
八
二
人
。
」
呉
之
振
等
所
輯
的
「
宋
詩
鈔
」
僅
有
一
〇
六
巻
、
目
録
列
作
家
一
百
人
、
実
際
僅
八
十
四
人
、
而
且
規
定
入
選
作
家
和
作
品
都
必
須
有
専
集
和
詩
五
首
以
上
、
無
専
集
或
不
満
五
首
者
、
均
不
輯
入
。
所
以
它
即
使
部
頭
較
大
、
但
所
収
範
囲
只
於
那
些
有
一
定
影
響
的
作
家
、
很
不
全
面
。
宋
詩
紀
事
入
選
的
作
家
達
三
千
八
百
十
二
人
（
拠
厲
鶚
序
）
之
多
、
毎
一
作
家
之
後
、
又
大
多
附
有
簡
略
的
小
伝
、
綴
以
評
論
、
並
標
有
作
品
的
出
処
大
概
、
這
様
就
為
我
們
提
供
了
一
份
難
得
的
宋
詩
資
料
」
と
、
厲
鶚
の
宋
詩
紀
事
の
規
模
。
が
、
規
程
を
ゆ
る
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
詩
に
関
す
る
資
料
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
採
録
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
※
本
稿
は
平
成
二
十
九
年
～
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
研
究
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
17K02653 「
清
朝
康
乾
年
間
に
お
け
る
杭
州
詩
人
集
団
の
詩
会
活
動
と
地
方
文
献
編
纂
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
